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第
２
次
長
門
市
観
光
基
本
計
画
を
策
定

地
域
の「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
そ
う

　

平
成
29
年
３
月
、
市
で
は
「
第
２
次
長
門
市
観
光
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
人
口
減

少
が
続
く
中
、
本
市
の
活
性
化
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
観
光
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
民

一
丸
と
な
っ
て
交
流
人
口
の
増
加
や
地
場
産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
観
光
課
観
光
振
興
係　

℡
23
‐
１
１
３
７

　

本
市
に
お
け
る
平
成
28
年
の
観
光

客
数
は
、
合
併
後
最
高
人
数
と
な
る

155
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
が
山
口
県

を
集
中
的
に
宣
伝
し
誘
客
を
図
る
大

型
観
光
企
画
「
幕
末
維
新
や
ま
ぐ
ち

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
開
催
さ
れ
、
平
成
30
年
４
月

に
は
仙
崎
地
区
交
流
拠
点
施
設
「
セ

ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
、
ま
た
長
門
湯
本
温
泉
の
観
光

ま
ち
づ
く
り
が
進
み
、
本
市
の
観
光

産
業
は
今
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
交
流
人

口
を
増
や
し
、
外
貨
を
獲
得
す
る
た

め
に
は
、
さ
ら
な
る
観
光
客
誘
客
を

進
め
、
市
民
・
地
域
・
事
業
者
・
関

係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら「
お

も
て
な
し
」
を
展
開
し
、一
体
と
な
っ

て
観
光
推
進
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

観
光
産
業
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が

観
光
の
「
今
」

ど
ん
な
計
画
？
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本
計
画
は
「
日
本
の
心
『
や
さ
し

さ
』
を
奏
で
る
ま
ち 

長
門
」
を
基

本
理
念
と
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
33

年
度
ま
で
５
年
間
の
取
組
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
策
定
し
ま
し
た
。

「
や
さ
し
さ
」
を
掲
げ
る
５
年
間

経
済
効
果
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

　

本
計
画
で
は
、
本
市
の
良
さ
を
民

間
事
業
者
、
地
域
住
民
、
行
政
が
市

民
協
働
で
磨
き
上
げ
、
観
光
素
材
を

生
か
し
て
経
済
効
果
に
結
び
つ
け
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
経
済
効
果
を
実
感
で
き
る
観
光

振
興
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、
取
組

を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
次
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
３
つ
の
行
動
目
標
と
９

つ
の
観
光
戦
略
を
設
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
「
第
２
次
長
門
市
観
光
基

本
計
画
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

経済効果を実感できる観光振興

農林水産・飲食・
宿泊業など市内
産業がうるおう
観光振興を！

周遊観光の仕組みづくり 市民協働による
「おもてなし力」の強化

市民の力を観光につなげる　  
着地型観光の推進

１ 滞在・周遊型観光の推進   ２ 地域の「稼ぐ力」を
  引き出す観光まちづくり ３ 体験・反復型観光の推進

仙崎地区交流拠点施設「センザ
キッチン」を交流の拠点として、
観光情報や道路情報などのワン
ストップ機能を充実させるほか、
大型クルーズ船の誘致により、
地域経済への波及と市の知名度
アップを図ります。

観光客に接する機会の多い旅館
関係者や観光・文化施設の従事
者、観光案内所やガイドのスキ
ル向上や、観光客に合った旅行
プランの企画提案を行う人材を
育成します。市民協働による環
境美化活動にも取り組みます。

市民や企業参加型の新しい地域
旅の造成を目指し、観光分野に
限らず、教育・文化・スポーツ、
福祉などさまざまな分野と連携
して、観光客と市民が楽しく、
学びながら交流できるプログラ
ムを検討します。

９つの戦略で目指す

エリアごとの
特色あるまちなみ整備

宿泊につながる観光客誘致

訴求力の強い情報発信

総合プロデュース機能の充実

長門温泉郷の
魅力を活かした取組

地域資源のブランド化や
ブラッシュアップ

仙崎・長門湯本・俵山地区のま
ちなみ整備など

デジタルマーケティングを活用
した戦略的な情報発信／民間と
連携した情報発信

長門湯本温泉観光まちづくり／
「ONSEN・ガストロノミーツーリ
ズム」の推進など

県外観光客の誘致／外国人観光客
の誘致／コンベンションの誘致

長門市観光コンベンション協会
の機能強化／観光まちづくりに
向けた関係団体の合意形成など

ながとの「食」や「土産物」の
魅力向上／既存素材やイベント
のブラッシュアップ

観光消費を拡大させるために、
さまざまな産業を巻き込み、お
もてなしを充実させます。

観光地を連動させた周遊型観光
の仕組みづくりを進め、市内全
域に経済効果を波及させます。

地域に根付いた文化を観光資源
として掘り起こし、「初めてなの
に懐かしい。訪れるたびに新し
い」という感覚を提供します。

３つの行動目標

最近５年間の観光客数・宿泊客数

９つの観光戦略



「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」報
告

　

平
成
28
年
度
、
日
露
首
脳
会
談
の
開
催
な
ど
で
注
目
を
浴
び
た
本
市
で
は
、
約

９
、０
０
０
件
、
前
年
の
約
４
倍
の
１
億
８
、０
０
０
万
円
を
超
え
る
「
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
本
市
の
出
身
者
や
関
心
の
あ
る

人
に
呼
び
か
け
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
長
門
市
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

 

・
い
つ
ま
で
も
美
味
し
い
お
魚
が
獲
れ
る

　

美
し
い
長
門
市
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
応

　

援
し
て
お
り
ま
す

 

・
い
ろ
い
ろ
と
お
い
し
い
も
の
が
あ
る
ま

　

ち
だ
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

　

ら
に
良
い
ま
ち
に
し
て
く
だ
さ
い

 

・
子
は
宝
で
す
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

使
っ
て
く
だ
さ
い

 

・
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
仙
崎
の
か
ま
ぼ

使途の指定 平成 28年度 平成 27年度

①自然環境や景観の保全に関する事業 2,095 件／ 3,829 万円 1,617 件／ 1,704 万円

②伝統文化の保存継承に関する事業 434件／　771万円   330 件／　363 万円   

③農商工連携およびニューツーリズムの推進に関する事業 651 件／ 1,239 万円 345 件／　383万円

④子どもの健やかな育成およびふるさとを担う
　人財育成に関する事業 3,124 件／ 5,799 万円 ※平成28年度から使途

　を追加しています

⑤その他の事業（上記の指定なし） 3,021 件／ 6,595 万円 1,829 件／ 2,223 万円

合　計 9,325 件／ 18,233 万円 4,121 件／ 4,673 万円

応援寄附金の状況（平成 27～ 28 年度）

※件数と寄附者数は複数の使途の指定があるため一致しません
※平成 28 年度寄附金は、平成 29 年度長門市一般会計予算の上記事業に活用します

　

長
門
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を

活
用
し
、
自
然
環
境
や
景
観
の
保
全
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
長
門
市
の
発
展
の
た
め
に

も
、
市
外
に
住
ん
で
い
る
知
人
・
友
人
・
親

戚
な
ど
に
長
門
市
へ
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

を
呼
び
か
け
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
附
し
た
場
合

に
、
寄
附
額
の
う
ち
２
、０
０
０
円
を
越
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
住
民
税
か
ら

原
則
と
し
て
全
額
が
控
除
（
一
定
の
上
限
あ

り
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

本
市
で
は
、
市
外
在
住
者
を
対
象
に
、
寄

附
額
に
応
じ
て
特
産
品
を
１
点
「
長
門
ふ
る

さ
と
便
」
と
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

※
市
内
か
ら
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
も
受

　

け
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、「
長

　

門
ふ
る
さ
と
便
」
は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
形
に

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ふ
る
さ
と
寄
附
応
援

サ
イ
ト
」
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
を
使
用
す

る
か
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
振
替
で
の
払
い
込

み
を
希
望
す
る
人
は
、
受
付
後
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
到
着
後
入
金
し
て
く
だ
さ
い
。

※
寄
附
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
電
話
、
電
子

　

メ
ー
ル
な
ど
で
も
請
求
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

℡
23
‐
１
１
１
６

 　

MAIL fu
ru
sato

@
city.n

ag
ato
.lg
.jp

　

こ
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
い

　

し
い
か
ま
ぼ
こ
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
！

 

・
小
さ
い
こ
ろ
、
祖
父
母
の
住
む
長
門
市

　

に
遊
び
に
行
き
、
す
ば
ら
し
い
自
然
の

　

中
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

引
っ
越
し
が
多
か
っ
た
自
分
に
と
っ
て

　

ふ
る
さ
と
の
光
景
は
長
門
の
青
い
海
で

　

す
。
美
し
い
景
観
が
守
ら
れ
て
い
く
こ

　

と
を
願
っ
て
い
ま
す

 

・
長
門
市
は
父
親
の
実
家
が
あ
り
、
本
籍

　

地
で
も
あ
り
ま
す
。
つ
い
最
近
も
長
門

　

市
を
訪
れ
、
自
然
が
多
く
落
ち
つ
い
た

　

綺
麗
な
場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の

　

自
然
、
景
観
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い

　

と
思
い
ま
す

 

・
父
が
長
門
市
仙
崎
出
身
で
す
。
昨
年
ふ

　

る
さ
と
納
税
の
品
に
入
っ
て
い
た
長
門

　

市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
非
常

　

に
喜
ん
で
い
ま
し
た

こ
ん
な
事
業
で

「
形
」に
な
り
ま
す

平
成
29
年
度
充
当
事
業

自
然
環
境
や
景
観
の
保
全

約
９
、０
０
０
件
の

ふ
る
さ
と
へ
の「
思
い
」

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

（
ふ
る
さ
と
納
税
）と
は
？

応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

平
成
28
年
度
寄
附

散
乱
ご
み
回
収
／
海
岸
漂
着
物
地
域
対

策
／
な
が
と
ふ
る
さ
と
緑
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
／
市
有
林
造
林
／
海
岸
清
掃
ほ
か

伝
統
文
化
の
保
存
継
承

こ
ど
も
文
化
パ
ス
ポ
ー
ト
／
長
門
市
美

術
展
開
催
／
香
月
泰
男
企
画
展
開
催
／

赤
崎
神
社
桟
敷
周
辺
維
持
管
理
ほ
か

  

農
商
工
連
携
・
ニ
ュ
ー

  

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

キ
ジ
ハ
タ
種
苗
放
流
／
地
産
地
消
推
進

／
農
地
集
積
／
長
州
な
が
と
和
牛
ブ
ラ

ン
ド
化
／
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
ほ
か

ち
び
な
が
商
店
街
開
催
／
創
業
等
支
援

／
児
童
生
徒
通
学
費
補
助
／
学
校
給
食

費
／
移
動
図
書
館
巡
回
サ
ー
ビ
ス
ほ
か

 

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
・

 

ふ
る
さ
と
を
担
う
人
財
育
成

《
そ
の
他
の
事
業
》

敬
老
会
開
催
／
福
祉
バ
ス
運
行
／
観
光

案
内
看
板
設
置
／
な
が
と
ス
ポ
ー
ツ
公

園
維
持
管
理
／
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
開

催
ほ
か

寄
附
の
方
法

応
援
を
呼
び
か
け
よ
う
！

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
か
た
っ
た
詐
欺

行
為
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
寄
附

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
に
入
金
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

！
振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
を

東京都
男性

神奈川県
男性

北海道
男性

東京都
女性

埼玉県
男性

神奈川県
女性

長門市ふるさと寄附
応援サイト
サイトから直接寄附が
でき、長門ふるさと便
も選択できます。

ふるさとチョイス
日本最大級のふるさと
納税サイトです。

ふるさと納税の情報は
ホームページから

うち寄附金
1,239 万円

  

い
や
し
の
自
然
活
用
と

  

棚
田
再
生
に
よ
る
半
島

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
個
人
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
加
え
、
企
業
が
ふ
る
さ
と
を

応
援
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、
地
域
再

生
計
画
の
事
業
へ
の
寄
附
に
対
し
て
、

寄
附
額
の
約
６
割
の
税
制
優
遇
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
人
口
減
少
が
著
し
い
向

津
具
半
島
エ
リ
ア
の
自
然
景
観
の
保
全

と
文
化
的
資
産
の
維
持
継
承
を
通
し
た

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

《
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
事
業
》

 

・
元
乃
隅
稲
成
神
社
の
周
辺
環
境
整
備

 

・
Ｊ
Ａ
Ｌ
向
津
具
ダ
ブ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の

　

開
催

《
平
成
28
年
度
寄
附
実
績
》

 

・
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
（
東
京
都
）

10
万
円

 

・
株
式
会
社
エ
ネ
ル
ギ
ア
・
ソ
リ
ュ
ー

　

シ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
サ
ー
ビ
ス（
広
島
県
）

20
万
円

「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」を

活
用
し
た
取
組

総事業費
1,336 万円

うち寄附金
3,829 万円

総事業費
4,405 万円

うち寄附金
771 万円

総事業費
818 万円

うち寄附金
5,799 万円

総事業費
11,194 万円

埼玉県
男性

新制度！



　

全
国
に
７
ヶ
所
あ
る
「
ご
当
地
や
き
と
り
タ
ウ
ン
」
の
一
つ
、

長
門
市
。
今
回
は
、
８
月
26
日
・
27
日
に
開
催
さ
れ
る
「
西
日

本
や
き
と
り
祭
り
」
を
前
に
、
長
門
市
の
や
き
と
り
に
ま
つ
わ

る
歴
史
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

あり
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や
き
と
り
文
化
の
醸
成

西日本やきとり祭り in長門

　

長
門
市
で
は
、
古
く
か
ら
豊
か
な

漁
場
で
多
く
の
魚
が
水
揚
げ
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
、水
産
加
工
業
が
発
展
。

ま
た
、「
仙
崎
か
ま
ぼ
こ
」
生
産
の

副
産
物
と
し
て
、
鶏
の
エ
サ
と
な
る

魚
の
ア
ラ
が
安
く
潤
沢
に
手
に
入
る

環
境
の
も
と
、
農
家
の
副
業
と
し
て

養
鶏
業
も
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　

深
川
地
区
で
は
、
昭
和
15
年
ご
ろ

に
は
す
で
に
集
落
単
位
の
任
意
養
鶏

組
合
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ふるさと
再発見

は
じ
ま
り
は
、
魚
の
ア
ラ

や
き
と
り
で
地
域
お
こ
し

養
鶏
専
門
の
組
合
誕
生

　

昭
和
23
年
、
山
口
県
内
で
初
め
て

設
立
さ
れ
た
養
鶏
専
門
の
農
業
協
同

組
合
「
深
川
養
鶏
農
業
協
同
組
合
」

で
は
、
戦
後
の
食
糧
難
の
時
期
に
動

物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
供
給
の
た
め
鶏

肉
の
生
産
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
組
合
が
西
日
本
有
数
の
ブ
ロ
イ

「
長
門
や
き
と
り
」
と
は

　

平
成
17
年
、
人
口
１
万
人
あ
た
り

の
や
き
と
り
を
扱
う
店
舗
数
が
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
「
や
き
と
り
日
本
一
」
を
掲
げ
た

地
域
お
こ
し
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
18
年
に
は
、「
長
門
や
き
と
り
」

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て

「
長
門
や
き
と
り
横
丁
連
絡
協
議
会
」

が
組
織
さ
れ
、
同
年
に
は
「
全
国
や

き
と
り
連
絡
協
議
会
」
へ
の
参
加
が

決
定
。
こ
う
し
て
長
門
市
は
、
北
海

道
室
蘭
市
・
美
唄
市
、
福
島
県
福
島

市
、
埼
玉
県
東
松
山
市
、
愛
媛
県
今

治
市
、
福
岡
県
久
留
米
市
と
並
び
、

全
国
７
大
「
ご
当
地
や
き
と
り
タ
ウ

ン
」の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

ラ
ー
生
産
量
を
誇
り
、
新
鮮
な
鶏
肉

が
手
に
入
り
や
す
い
環
境
で
あ
っ
た

こ
と
も
、
や
き
と
り
店
増
加
の
一
つ

の
要
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶏
の
各
部
位
や
豚
の
三
枚
肉
、
魚

介
類
や
野
菜
を
串
に
刺
し
て
焼
く
ス

タ
イ
ル
で
、
味
は
基
本
的
に
塩
味
。

具
材
の
間
に
は
タ
マ
ネ
ギ
が
は
さ
ま

れ
、
ち
ぎ
り
キ
ャ
ベ
ツ
が
添
え
ら
れ

ま
す
。

　

食
べ
る
際
に
は
、
好
み
に
応
じ
て

一
味
唐
辛
子
や
ガ
ー
リ
ッ
ク
パ
ウ

ダ
ー
、
ゆ
ず
こ
し
ょ
う
が
使
わ
れ
る

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

市
内
の
や
き
と
り
店
で
は
、
銘
柄

鶏
の
「
長
州
ど
り
」、
ま
た
「
長
州

地
ど
り
」
や
山
口
県
産
オ
リ
ジ
ナ
ル

地
鶏
の
「
長
州
黒
か
し
わ
」
を
使
っ

た
串
に
加
え
、
新
鮮
な
魚
の
刺
身
や

干
物
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
内
で
開
催
さ
れ
る
ま
つ
り
の
会

場
で
、
今
で
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
っ
た
や
き
と
り
。
や
き
と
り
店
だ

け
で
な
く
自
治
会
や
地
域
団
体
が
出

店
す
る
様
子
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

７
月
２
日
（日）
に
開
催
さ
れ
た
「
食

の
祭
典
Ｎ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
は
、

販
売
開
始
と
同
時
に
や
き
と
り
の
出

店
テ
ン
ト
の
前
に
は
行
列
が
で
き
ま

し
た
。
ち
く
ぜ
ん
総
本
店
の
「
長
門

や
き
と
り
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
、
七
里

の
「
長
州
焼
鳥
丼
」
が
準
グ
ラ
ン
プ

リ
を
果
た
し
、
本
市
の
や
き
と
り
の

人
気
を
再
確
認
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

「
長
門
や
き
と
り
」を
未
来
へ

歴史
にやきとり

長門の
や
き
と
り
の
あ
る
生
活

今年も、西日本各地の名店が長門市に集結！

８月 26日（土）10：00～ 18：00
８月 27日（日）10：00～ 16：00

山口県漁協
湊魚市場

自
分
で
焼
い
て
「
職
人
体
験
」

　

５
月
13
日
（土）
に
は
、
市
内
の
や
き

と
り
店
で
講
義
を
受
け
、
串
打
ち
・

焼
き
の
体
験
が
で
き
る
「
ビ
ア
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
が
初
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
き
と
り
の
職
人
か
ら
直
接
技
術

を
学
ぶ
本
市
な
ら
で
は
の
体
験
は
、

今
年
度
、
９
〜
11
月
の
毎
週
土
曜
日

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人
長
門
市
観
光
コ
ン

　

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会℡

22
‐
８
４
０
４

新
し
い
や
き
と
り
を
開
発

場所

12 店舗の「ご当地やきとり」を味わおう！
バンド演奏や大道芸パフォーマンスも開催

●問い合わせ　西日本やきとり祭り実行委員会　℡ 22-8404

日時

養鶏業 水産加工業 漁業

　

平
成
28
年
に
は
、
本
市
で
の
日
露

首
脳
会
談
が
決
定
し
た
後
、
歓
迎

ム
ー
ド
を
高
め
よ
う
と
、
長
門
や
き

と
り
横
丁
連
絡
協
議
会
が
中
心
と
な

り
「
ロ
シ
ア
風
や
き
と
り
」
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
料
理
の
肉
の

串
焼
き
「
シ
ャ
シ
リ
ク
」
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
や
き
と
り
は
、
市
内
の
や

き
と
り
店
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

や
き
と
り
で
お
も
て
な
し

　

５
月
12
日
（金）
、
ク
ル
ー
ズ
船
「
飛

鳥
Ⅱ
」
が
仙
崎
港
沖
に
寄
港
し
た
際

に
は
、
青
海
島
シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
エ

ア
で
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

乗
船
客
へ
の
お
も
て
な
し
と
し
て
、

や
き
と
り
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。 ▲むね肉を使った２種類の串

▲大人も子どもも夢中になる体験

▲販売開始と同時に行列ができる（N-1グランプリ）

　

市
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き

た
や
き
と
り
は
今
、
本
市
を
代
表
す

る
グ
ル
メ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
や
き
と
り
文
化
を
大
切
に
守

り
、「
長
門
や
き
と
り
」
を
広
く
発

信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



門の話題長

9

約
20
年
間
の
海
岸
清
掃
・
漂
着
物
調
査
の
活
動
が
評
価

日
置
中
学
校
が
大
臣
表
彰
受
賞

県
内
６
校
の
高
校
生
が
ま
ち
の
魅
力
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

大
津
緑
洋
高
校
が
最
優
秀
獲
得

　

7
月
17
日
（月）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
、
県
内
６
校
の
高
校
生
が
参
加

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
津
緑
洋
高
校
の
生
徒
が

「
I
＆
Ｕ
」
と
題
し
、
新
規
移
住

者
を
取
り
込
む
提
案
を
発
表
、
見

事
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
二
位
ノ
浜
海
岸
で
漂
着

物
調
査
お
よ
び
海
岸
清
掃
活
動
を

行
っ
て
い
る
日
置
中
学
校
が
環
境

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
６
月
20
日

（火）
、
校
長
と
生
徒
代
表
が
市
役
所

を
訪
れ
、
大
西
市
長
に
受
賞
報
告

を
行
い
ま
し
た
。多
年
に
わ
た
り
、

地
球
環
境
美
化
の
た
め
環
境
保
全

に
取
り
組
ん
だ
功
績
が
こ
の
た
び

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▲廃校舍や空家の活用を提案▲受賞報告を行った日置中学校の生徒代表

若
さ
と
熱
意
で
、
仙
崎
地
区
を
元
気
に
し
た
い
。

 

伊い

と

う藤 

貴た

か

ゆ

き之 

さ
ん

門の長 門の

（
仙
崎
青
年
会
会
長

／
仙
崎
新
屋
敷
町
区
）

　

平
成
29
年
６
月
、仙
崎
地
区
に「
仙

崎
青
年
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

37
人
の
青
年
と
と
も
に
、
地
域
づ
く

り
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
が
、

新
屋
敷
町
区
の
伊
藤
さ
ん
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
昨
年
夏
の
祇
園
祭

り
。
こ
の
年
、
み
こ
し
を
担
当
す
る

自
治
会
が
高
齢
化
や
人
手
不
足
で
担

げ
な
く
な
っ
た
と
聞
い
た
伊
藤
さ
ん

は
、
地
区
内
全
域
の
青
年
た
ち
に
声

を
か
け
て
み
こ
し
を
担
ぎ
、
伝
統
を

守
り
ま
し
た
。「
勢
い
が
違
い
、
盛

り
上
が
っ
た
」
住
民
の
声
を
受
け
、

達
成
感
と
使
命
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　

２
月
に
は
八
坂
神
社
で
行
わ
れ
た

ど
ん
ど
焼
き
で
ぜ
ん
ざ
い
の
配
布
を

実
施
。
伝
統
行
事
に
活
気
を
生
み
出

せ
た
こ
と
で
手
応
え
を
つ
か
み
、
会

の
設
立
に
つ
な
げ
ま
し
た
。
現
在
は

「
み
す
ゞ
七
夕
笹
ま
つ
り
」に
向
け
て

笹
飾
り
や
竹
を
使
っ
た
ア
ー
ト
作
品

の
準
備
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
に
愛
さ
れ
る
団
体
と
し
て
、

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
す
伊
藤
さ
ん
。
熱
い
思
い

を
持
っ
た
青
年
の
手
で
、
今
、
仙
崎

地
区
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

▲７月２日（日）、仙崎地区のクリーンウォークに参加したメンバー

　

７
月
１
日
（土）
、
俵
山
ス
パ
ス

タ
ジ
ア
ム
で
、
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ

ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
オ
ー
プ
ン

戦
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ル
ド
ナ

イ
ツ
VS
宗
像
サ
ニ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー

ス
」
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
詰

め
か
け
た
約
２
千
人
の
ラ
グ
ビ
ー

フ
ァ
ン
が
観
戦
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
前
半
３
分
に
先
制
し
た

ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
が
終
始
リ
ー
ド

し
、
61
対
19
で
宗
像
サ
ニ
ッ
ク
ス

ブ
ル
ー
ス
に
勝
利
。
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
に
観
客
は

大
歓
声
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
前
に
は
県
内
の
ラ
グ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
に
通
う
小
学
生
を
対
象

に
し
た
ラ
グ
ビ
ー
教
室
が
開
催
さ

れ
、
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
の
選
手
や

コ
ー
チ
か
ら
パ
ス
や
キ
ャ
ッ
チ
の

基
本
を
学
び
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
の
オ
ー
プ
ン
戦
が
俵
山
で
開
催

迫
力
の
プ
レ
ー
に
大
歓
声

▲約120人の児童が選手やコーチからラグビーの基本を学んだ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

温
泉
地
の
魅
力
を
全
身
で
味
わ
う

　

７
月
15
日
（土）
、
そ
の
土
地
を
歩

き
な
が
ら
、
食
や
歴
史
、
文
化
を

楽
し
む
旅
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
温
泉
の
要
素
を

加
え
、
約
８
km
を
歩
く
「
ガ
ス
ト

ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
俵

山
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
130
人
の
参
加
者
は
温
泉
街
を

ス
タ
ー
ト
し
、
景
観
や
食
を
楽
し

め
る
９
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
ま

し
た
。「
農
家
縁
側
カ
フ
ェ
」
と

題
さ
れ
た
上
政
区
の
ポ
イ
ン
ト
で

は
、里
山
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
、

俵
山
産
の
野
菜
や
し
そ
ジ
ュ
ー

ス
、仙
崎
か
ま
ぼ
こ
や
地
酒
な
ど
、

地
区
住
民
が
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
、
参
加
者
は

温
泉
に
浸
か
っ
て
癒
し
の
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

▲「農家縁側カフェ」では新鮮な野菜を生で味わう

▲間近で見る迫力あるプレーに大歓声が送られた

▲説明を聞きながら温泉街を歩く
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■�

申
込
資
格

① 

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
い
る
人

②
住
宅
の
困
窮
が
明
ら
か
な
人

③
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
す

　

る
人

④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

■�

申
込
方
法

　

 

所
定
の
申
込
用
紙
、
抽
選
会
通
知

ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

本
庁
都
市
建
設
課
、
ま
た
は
各
支

所
経
済
施
設
班
に
提
出

※ 

抽
選
会
通
知
ハ
ガ
キ
に
は
62
円
切

手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い

※ 

申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■�

受
付
期
間

　

８
／
１

（火）
〜
18 

（金）

■�
抽
選
会

　

８
／
25 

（金）　

14
：
00
〜

■�

入
居
可
能
日　

10
／
１

（日）
以
降

■�

そ
の
他

　

１
回
の
募
集
に
お
い
て
、
１
世
帯

　

に
つ
き
１
戸
の
申
し
込
み
に
限
り

　

ま
す

※
入
居
者
募
集
後
、
申
し
込
み
の
無

　

か
っ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
抽
選

　

会
の
翌
日
か
ら
随
時
募
集
を
行
い

　

ま
す
。
対
象
住
宅
に
つ
い
て
は
問

　

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
都
市
建
設
課
管
理
係

℡
23
‐
１
１
４
７

・
三
隅
支
所
経
済
施
設
班

℡
43
‐
０
２
７
７

・
日
置
支
所
経
済
施
設
班

℡
37
‐
２
１
６
８

・
油
谷
支
所
経
済
施
設
班

℡
32
‐
１
１
１
４

児
童
扶
養
手
当
な
ど

現
況
届
の
提
出
を

　

７
月
31
日
現
在
、
児
童
扶
養
手
当

ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月
に
現
況

届
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

は
所
得
状
況
届
）
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
提
出
方
法　

児
童
扶
養
手
当
、
特

　

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

　

る
す
べ
て
の
人
に
文
書
を
郵
送
し

　

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

　

う
え
、
子
育
て
支
援
課
ま
で
提
出

■
受
付
期
間

 
・
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　

８
／
１

（火）
〜
31 

（木）

 

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

　

８
／
10 

（木）
〜
９
／
11 

（月）

■
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た

　

は
母
と
生
計
を
同
一
に
し
て
い
な

　

い
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降

　

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

　

あ
る
人
ま
た
は
20
歳
未
満
で
特
別

　

児
童
扶
養
手
当
２
級
と
同
程
度
の

　

障
害
の
状
態
に
あ
る
人
）
を
監
護

　

し
て
い
る
父
、
母
ま
た
は
親
に
代

　

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

　

る
人
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

身
体
や
精
神
に
重
度
ま
た
は
中
度

　

以
上
の
障
害
を
持
つ
20
歳
未
満
の

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

　

さ
れ
る
も
の
で
す

■ 

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

℡
23
‐
１
１
５
６

５
歳
児
す
こ
や
か
相
談
会

　

市
内
在
住
の
５
歳
児
（
年
中
児
）

を
対
象
と
し
た
発
達
相
談
を
行
い
ま

す
。
子
ど
も
の
発
達
に
気
づ
き
や
不

安
が
あ
る
人
は
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

８
／
10 

（木）
、
31 

（木）
、
９
／
７

（木）

13
：
00
〜
16
：
00

■ 

場
所　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■ 

対
象　

５
歳
児
お
よ
び
保
護
者

■
内
容　

　

小
児
科
医
、
臨
床
心
理
士
、
言
語

　

聴
覚
士
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　

タ
ー
、
保
健
師
な
ど
が
相
談
に
応

　

じ
、
適
切
な
支
援
を
ア
ド
バ
イ
ス

■
申
込
方
法　

　

幼
稚
園
・
保
育
園
を
通
じ
て
配
布

　

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
に
提
出

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
指
導
係

℡
23
‐
１
２
５
８

夏
季
休
業
中
の

小
・
中
学
校
の
一
斉
閉
庁

　

児
童
生
徒
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
や
家
庭
で
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会

増
進
な
ど
を
図
る
た
め
、
夏
季
休
業

中
の
市
内
小
・
中
学
校
の
一
斉
閉
庁

を
実
施
し
ま
す
。

■
閉
庁
期
間　

８
／
14 

（月）
〜
16 

（水）

■ 

緊
急
対
応
窓
口

　

緊
急
時
に
は
長
門
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

　

い
。
必
要
に
応
じ
て
該
当
校
に
連

　

絡
し
ま
す

■ 

閉
庁
中
の
注
意　

・
部
活
動
を
含
む
全
教
育
活
動
を
一

　

切
行
い
ま
せ
ん

・
原
則
、
学
校
施
設
を
利
用
す
る
こ

　

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
希
望
が

　

あ
る
場
合
は
、
事
前
に
各
公
民
館

　

ま
た
は
学
校
に
問
い
合
わ
せ
て
く

　

だ
さ
い

・
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
夏
季
厚
生

　

休
暇
ま
た
は
年
休
対
応
と
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課
指
導
係

℡
23
‐
１
２
５
８

新
観
光
列
車
「
◯ま
る
ま
る◯
の
は
な
し
」

８
月
５
日
（土）  

運
行
開
始

山
陰
線
に
新
た
な

観
光
列
車
が
運
行
し
ま
す

列
車
名
　﹁
◯ま
る
ま
る◯
の
は
な
し
﹂

　

響
灘
や
日
本
海
に
面
し
、
心
奪
わ

れ
る
美
し
い
海
岸
線
が
続
く
Ｊ
Ｒ
山

陰
本
線
。
日
本
と
西
洋
を
引
き
合
わ

せ
た
志
士
達
の
歴
史
や
文
化
、
お
い

し
い
海
の
幸
や
お
酒
な
ど
、
見
て
、

聞
い
て
、感
じ
た
い
さ
ま
ざ
ま
な「
は

な
し
」
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
海
岸
線
と
と
も
に
、
萩
市

（
は
）、長
門
市
（
な
）、下
関
市
（
し
）

を
め
ぐ
り
、
思
い
出
に
残
る
「
は
な

し
」
の
旅
を
楽
し
め
ま
す
。

■
運
行
区
間　

（
往
路
）
新
下
関
駅
〜
下
関
駅
〜
長

　

門
市
駅
〜
東
萩
駅

（
復
路
）
東
萩
駅
〜
仙
崎
駅
〜
長
門

　

市
駅
〜
下
関
駅
〜
新
下
関
駅

■
列
車
種
別　

快
速
列
車
（
全
車
指

　

定
席
）
２
両
編
成

※
各
駅
停
車
で
は
あ
り
ま
せ
ん

■
市
内
の
停
車
駅　

（
往
路
）
人
丸
駅
、
長
門
市
駅

（
復
路
）
仙
崎
駅
、
長
門
市
駅
、
人

　

丸
駅

■
定
員　

60
人
（
洋
32
人
・
和
28
人
）

■
料
金　

乗
車
券
の
ほ
か
に
指
定
席

　

券
（
520
円
）
が
必
要
。
Ｊ
Ｒ
の
主

　

な
駅
で
購
入
で
き
ま
す
。

■
運
行
開
始
日　

８
／
５

（土）

■
運
行
日　

主
に
土
日
祝
日

■
車
内
サ
ー
ビ
ス

　
「
長
門
お
と
ず
れ
弁
当
（
事
前
予

　

約
）」
や
沿
線
自
慢
の
逸
品
を
販

　

売
す
る
ほ
か
、
お
も
て
な
し
イ
ベ

　

ン
ト
を
実
施

■
運
行
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

■運行区間・運行時刻
《往路・停車駅》
新下関 下関 川棚温泉 小串 滝部 特牛 人丸 長門市 萩 東萩

9：59 発 10：21 発 10：53 発 10：58 発 11：26 発 11：32 発 11：53 発 12：22 発 12：52 発 12：57 着

※ 長門市駅では後続の普通列車（仙崎行き）に乗り換えができます
《復路・停車駅》
東萩 萩 仙崎 長門市 人丸 特牛 滝部 小串 川棚温泉 下関 新下関

14：13 発 14：20 発 15：27 発 15：33 発 15：58 発 16：27 発 16：33 発 16：59 発 17：03 発 17：39 着 17：50 着

※ 仙崎駅では約 30 分停車

 

・
日
時　

８
／
５

（土） 　

15
：
00
頃
〜

 

・
場
所　

Ｊ
Ｒ
仙
崎
駅

■
問
い
合
わ
せ

観
光
課
観
光
振
興
係

℡
23
‐
１
１
３
７

▲和をイメージした１号車客室

▲洋をイメージした2号車客室

「
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

受
講
生
募
集

■
日
時　

８
／
12 

（土）20
：
00
〜
21
：
00

※
開
催
日
が
天
候
不
良
に
よ
り
中
止

　

と
な
っ
た
場
合
は
、
参
加
者
へ
個

　

別
に
連
絡

■
会
場　

日
置
小
学
校
天
体
ド
ー
ム

■
テ
ー
マ

　
「
土
星
と
ペ
ル
セ
ウ
ス
流
星
群
を

　

見
て
み
よ
う
」

■
講
師　

日
置
天
文
同
好
会

■
対
象　

市
内
在
住
の
社
会
人

■
定
員　

先
着
10
人
程
度

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
期
限　

８
／
７

（月）

■
申
込
方
法　

各
公
民
館
に
備
え
付

　

け
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
提
出

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

℡
37
‐
２
３
４
０
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ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る
こ
と

・�

書　

半
切
以
下
と
し
、
裏
打
ち
が

し
て
あ
る
も
の
、
ま
た
は
額
入
り

に
し
て
あ
る
も
の

・�

写
真　

半
切
程
度
で
マ
ッ
ト
張
り

に
し
、
つ
り
下
げ
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
あ
る
こ
と

■�

出
品
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

・ 

作
品
は
、
お
お
む
ね
１
年
以
内
に

自
己
の
創
作
し
た
未
発
表
の
も
の

で
あ
る
こ
と

・ 
額
装
作
品
は
ア
ク
リ
ル
張
り
可
、

ガ
ラ
ス
張
り
は
不
可

・ 

作
品
に
は
、
所
定
の
出
品
票
を
裏

面
の
見
え
に
く
い
場
所
に
貼
り
付

け
、
作
品
と
と
も
に
出
品
目
録
を

提
出
す
る
こ
と

・ 

書
は
、
所
定
の
説
明
用
紙
に
よ
り

釈
文
を
必
ず
添
付
す
る
こ
と

・
応
募
作
品
は
１
人
２
点
ま
で

・
著
作
権
、
肖
像
権
を
侵
害
し
な
い

　

作
品
で
あ
る
こ
と

■�

出
品
料　

無
料
（
参
加
賞
あ
り
）

■�

作
品
の
搬
入
・
受
付

　

平
成
30
年
２
／
１

 （木）
〜
２

（金）

10
：
00
〜
18
：
00

■ 

作
品
の
搬
出
・
返
却

　

平
成
30
年
２
／
19 

（月）
〜
20 

（火）

10
：
00
〜
18
：
00

■ 

作
品
の
搬
入
・
搬
出
場
所

　

 

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

第
24
回
長
門
市
美
術
展

作
品
募
集

■�

会
期

　

平
成
30
年
２
／
10 

（土）
〜
２
／
18 

 （日）

10
：
00
〜
17
：
00

■�

会
場　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■�

応
募
資
格　

市
民
お
よ
び
市
内
の

事
業
所
に
就
業
し
て
い
る
人

　
（
中
学
生
以
下
を
除
く
）

■�

出
品

・�

工
芸
・
彫
塑　

最
大
で
人
力
（
２

人
〜
３
人
）
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
程
度
の
も
の
ま
で

・�

絵
画　

10
号
以
上
50
号
以
下
の
作

品
と
し
、
額
に
納
め
、
つ
り
下
げ

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■ 

審
査
発
表
・
表
彰
︵
予
定
︶

　

平
成
30
年
２
／
10 

（土）　

10
：
00
〜

■ 

そ
の
他　

搬
入
か
ら
搬
出
ま
で
の

間
に
お
け
る
不
可
抗
力
の
災
害
な

ど
に
よ
る
作
品
の
汚
損
・
亡
失
な

ど
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す

■ 

申
込
方
法　

企
画
政
策
課
、
各
支

所
地
域
窓
口
班
、
各
公
民
館
、
ル

ネ
ッ
サ
な
が
と
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
提
出
す
る
こ
と

■�

問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課
企
画

調
整
係　
　
　

℡
23
‐
１
１
１
６

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
を

　

総
務
省
統
計
局
（
山
口
県
・
長
門

市
）
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
就
業

構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
を

お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

℡
23
‐
１
１
１
６

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の

更
新
を
受
付
中

　

現
在
の
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

ま
た
は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
は
、
自
己
負
担
限

度
額
の
決
定
の
た
め
に
毎
年
所
得
判

定
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
７
月

末
日
を
有
効
期
限
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
８
月
以
降
も
引
き

続
き
認
定
証
の
交
付
が
必
要
な
場
合

は
、
次
の
と
お
り
更
新
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■�

受
付
開
始　

８
／
１

（火）
〜

※ 

９
月
以
降
の
申
請
の
場
合
、
申
請

月
初
日
か
ら
の
適
用
と
な
り
適
用

期
間
に
空
白
が
生
じ
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い

 

■�

受
付
場
所　

本
庁
保
険
課
、
各
支

所
地
域
窓
口
班
、
各
出
張
所
（
出

張
所
受
付
分
は
即
時
交
付
不
可
）

■
必
要
な
も
の

 

・
国
民
健
康
保
険
証

 

・
印
鑑

 

・
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
Ｃ
Ⅱ
、

（オ）

　
（
表
③
⑧
参
照
）
の
認
定
を
受
け

　

る
人
で
、
過
去
１
年
以
内
（
８
月

　

申
請
の
場
合
、
前
年
９
月
以
降
）

　

の
入
院
期
間
が
90
日
を
超
え
る
場

　

合
は
、
入
院
期
間
を
確
認
で
き
る

　

も
の（
医
療
機
関
の
領
収
書
な
ど
）

限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

　

各
世
帯
の
所
得
区
分
が
記
載
さ
れ

た
認
定
証
の
こ
と
で
、
医
療
機
関
で

こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
窓

口
で
の
支
払
い
が
表
の
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
人
で

認
定
証
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
交
付
対
象
・
交
付
証 

・ 

70
歳
未
満
で
非
課
税
世
帯
以
外
の

人
（
表
④
⑤
⑥
⑦
）

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

・
非
課
税
世
帯
の
人
（
表
③
⑧
）

　

 「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」 （
併
せ
て
入
院
時
の

食
事
負
担
が
減
額
と
な
り
ま
す
）

※
70
歳
以
上
で
非
課
税
世
帯
以
外
の

　

人
（
表
①
②
）
は
、
高
齢
受
給
者

　

証
で
所
得
区
分
が
確
認
で
き
ま
す

　

の
で
、
申
請
は
不
要
で
す

■
申
請
方
法　

更
新
手
続
き
と
同
じ

　

で
す
（
受
付
は
随
時
で
、
申
請
月

　

初
日
か
ら
有
効
）

■�

認
定
証
利
用
時
の
留
意
事
項　

・
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場

　

合
、
医
療
機
関
ご
と
に
限
度
額
を

■自己負担限度額（月額）
《70歳以上の人》　※平成 29年８月から変更されました
番号 所得区分（証区分） 外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

① 現役並み所得者 57,600 円
80,100 円＋

（医療費－ 267,000 円）×1％
４回目以降（※）44,400 円

② 一　　般 14,000 円 57,600 円
４回目以降（※）44,400 円

③
低所得Ⅱ（CⅡ）

8,000 円
24,600 円

低所得Ⅰ（CⅠ） 15,000 円

所得区分： 現役並み所得者とは、高齢受給者証の負担割合が３割となる世帯
　　　　　低所得 II は住民税非課税世帯
　　　　　低所得Ⅰは住民税非課税世帯かつ所得が０円の世帯

《70歳未満の人》
番号 所得区分（証区分） 年３回目まで（※） 年４回目以降（※）

④ 所得が 901 万円超（ア） 252,600 円＋
（医療費－ 842,000 円）×1％ 140,100 円

⑤ 所得が 600 万円超
901 万円以下（イ）

167,400 円＋
（医療費－ 558,000 円）×1％ 93,000 円

⑥ 所得が 210 万円超
600 万円以下（ウ）

80,100 円＋
（医療費－ 267,000 円）×1％ 44,400 円

⑦ 所得が 210 万円以下（エ） 57,600 円 44,400 円

⑧ 住民税非課税世帯（オ） 35,400 円 24,600 円

※ 過去１年間に、１つの世帯で高額療養費に該当した回数
 ・ 一医療機関あたり（入院、外来、歯科は別）21,000 円以上自己負担があるものについて
　 は合算対象
 ・  所得とは、国民健康保険料算定の基礎となる「基礎控除後の総所得金額等」のこと

長
門
市
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　

計
算
し
ま
す
。
ま
た
、
一
医
療
機

　

関
で
外
来
と
入
院
が
あ
っ
た
場
合

　

も
別
々
に
限
度
額
を
計
算
し
ま
す

・
限
度
額
適
用
認
定
証
を
利
用
し
な

　

い
場
合
や
、
複
数
の
医
療
機
関
に

　

か
か
り
限
度
額
を
超
え
た
場
合

　

は
、
申
請
に
よ
り
高
額
療
養
費
を

　

支
給
し
ま
す
。
印
鑑
、
保
険
証
、

　

領
収
書
、
通
帳
（
振
込
口
座
確
認

　

用
）
を
持
参
の
う
え
、
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い

※�

保
険
料
滞
納
世
帯
に
は
交
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い

■�

問
い
合
わ
せ

　

保
険
課
医
療
給
付
係

　

℡
23
‐
１
１
２
９

減
塩
相
談
日

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
減
塩
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所　

①
８
／
25 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

　

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
８
／
30 

（水）　

13
：
00
〜
15
：
00

　

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

血
圧
・
血
管
年
齢
測
定
、
減
塩
食

　

の
紹
介
・
試
食
、
自
分
で
作
っ
た

　

汁
物
の
塩
分
測
定
（
希
望
者
）

■
問
い
合
わ
せ

①
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
33
‐
３
０
２
１

②
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
37
‐
２
１
９
３

東
日
本
大
震
災
の
教
訓

〜
南
三
陸
町
長
を
迎
え
て
〜

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
。
自
ら
も
被
災

し
、
被
災
直
後
か
ら
復
旧
・
復
興

に
尽
力
さ
れ
た
南
三
陸
町
の
佐
藤

仁
町
長
を
迎
え
て
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時　

８
／
19 

（土）

18
：
00
〜
19
：
15 （
開
場
17
：
30
）

■
会
場　

長
門
市
中
央
公
民
館

■
内
容

　

演
題　
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

　

の
復
興
〜
宮
城
県
南
三
陸
町
の

　

あ
ゆ
み
〜
」

　

講
師　

佐
藤
仁
氏（

南
三
陸
町
長
）

■
入
場
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

■
定
員　

440
人

■
問
い
合
わ
せ　

　

防
災
危
機
管
理
課

 

℡
23
‐
１
１
１
１

▲南三陸町長　佐藤仁氏

▲被災した防災対策庁舎

防災特別
講演会

お
盆
期
間
中
の

し
尿
収
集
業
務

《
長
門
・
日
置
・
油
谷
地
区
》

■�
休
業
期
間　

８
／
11 

（金）
〜
16 

（水）

■�
し
尿
収
集
業
者

　

（有）
長
門
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー　
　

℡
26
‐
２
７
５
２

　

油
谷
営
業
所　

℡
32
‐
２
３
４
５

《
三
隅
地
区
》

■�

休
業
期
間　

８
／
11 

（金）
〜
16 

（水）

■ 

し
尿
収
集
業
者

　

（有）
馬
場
ク
リ
ー
ン℡

43
‐
０
３
０
３

■�

問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課
環
境

衛
生
係　
　
　

℡
23
‐
１
１
３
４
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村
上
賢
一
写
真
展

シ
リ
ー
ズ
３

　

宇
部
市
に
生
ま
れ
、
戦
後
長
門
市

駅
前
で
写
真
店
「
吉
田
フ
ォ
ト
サ
ー

ビ
ス
」
を
営
ん
で
い
た
故
・
村
上
賢

一
氏
の
作
品
を
長
門
郷
土
文
化
研
究

会
と
共
催
で
展
示
し
ま
す
。

　

長
門
市
駅
で
の
さ
よ
う
な
ら
Ｓ

Ｌ
、
Ｄ
51
の
勇
姿
な
ど
懐
か
し
い
風

景
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
の
ご
遺
族
の

み
な
さ
ん
へ

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
請
求
期
限
で

あ
る
平
成
30
年
４
月
２
日
を
過
ぎ
る

と
、
第
10
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る

権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

平
成
27
年
４
月
１
日

　
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法

　

に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷

　

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　

る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
人

　
（
戦
没
者
の
妻
や
父
母
な
ど
）
が

　

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
で
順

　

位
が
先
に
な
る
戦
没
者
等
の
死
亡

　

当
時
の
遺
族
一
人
に
支
給
さ
れ
ま

　

す
。

（１）
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

　

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　

る
弔
慰
金
受
給
権
を
取
得
し
た
人

（２）
戦
没
者
な
ど
の
子

（３）
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
、
②
孫
、

　

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

関
門
海
峡
花
火
大
会

　

関
門
海
峡
両
岸
、
１
５
、０
０
０

発
の
花
火
を
打
上
げ
ま
す
。
当
日
は

会
場
周
辺
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
時　

８
／
13 

（日）　19
：
50
〜
20
：
40

※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

■
場
所　

　

あ
る
か
ぽ
ー
と
、
22
号
岸
壁
、
カ

　

モ
ン
ワ
ー
フ
、
唐
戸
市
場
前
周
辺

■
駐
車
場　

Ｊ
Ｒ
長
府
駅
の
下
関
市

　

競
艇
場
駐
車
場

※
駐
車
時
間
は
17
：
00
〜
24
：
00

※
当
日
は
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
も
開
催
中

　

の
た
め
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

　

く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

　
（
一
財
）
下
関
21
世
紀
協
会

　

℡
０
８
３
‐
２
２
３
‐
２
０
０
１

潮彩だより

潮彩だより

潮彩だより

潮彩だより

長門市と下関市の情報交換コーナー

潮

彩

だ

よ

り

長
門
市
と
下
関
市
の
情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー

■
期
間　

８
／
17 

（木）
〜
９
／
29 

（金）

９
：
00
〜
17
：
00

※
期
間
中
、
土
日
祝
日
も
開
館

■
場
所　

な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室

（
長
門
市
教
育
委
員
会
１
階
）

■
内
容　

昭
和
49
年
・
50
年
の
Ｓ
Ｌ

　

や
駅
の
風
景
な
ど
作
品
40
点

■
入
場
料　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化

　

財
保
護
室　
　

℡
23
‐
１
２
６
４

　日本ラグビー最高峰リーグ「ジャパンラグビートップリー
グ 2017-2018」が 8 月 18 日（金）から翌年 1 月 14 日（日）
の日程で開催されます。トップリーグは 2003 年に発足した
国内のリーグで、今シーズンは 16 チームが参加し、２つの
カンファレンスのリーグ戦および総合順位決定トーナメント
方式により優勝チームが決定します。試合は 27 都道府県で
38 試合開催され、山口県では次の日程で開催されます。
■日時　平成 29 年９月２日（土）15：00 ～（14：00 開場）
■会場　維新百年記念公園陸上競技場
■対戦　宗像サニックスブルース  VS  リコーブラックラムズ
　宗像サニックスブルースは 7 月１日に俵山多目的交流広場
で開催された長門市招待試合でも、気迫あふれるプレーを見
せてくれました。
■チケット購入　
　山口県ラグビーフットボール協会（℡ 080-6267-2019）
■問い合わせ
　長門市世界大会等キャンプ招致委員会　℡ 23-1196

第16回「ラグビー観戦に行こう！」
～ジャパンラグビートップリーグ開幕！～
第16回「ラグビー観戦に行こう！」

Let’s Try!! ラグビー
レッツ トライ

街
頭
献
血
＆キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

■ 

開
催
日
／
時
間
／
場
所

　

８
／
９ 

 （水）　

10
：
00
〜
12
：
00

　
　
　
　
　
　

13
：
15
〜
16
：
00

ウ
ェ
ー
ブ
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︵
９
：
30
〜
︶

　

保
育
園
児
お
遊
戯
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽

　

選
会
な
ど

■ 

献
血　

 

・
400 

ml
限
定
の
献
血
を
行
い
ま
す

 

・
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
献
血
手
帳
、

　

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ  

福
祉
課
地
域
福
祉
係

℡
23
‐
１
１
５
７

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計

　

関
係
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
要
件

　

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ

　

り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す

（４）
右
記

（１）
か
ら

（３）
以
外
の
戦
没
者
な

　

ど
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪

　

な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き

　

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が

　

あ
っ
た
人
に
限
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ  

福
祉
課
地
域
福
祉
係

℡
23
‐
１
１
５
７

菜
の
花
を

育
て
て
み
ま
せ
ん
か

　

長
門
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
で
は
、
遊
休
地
を
利
用
し

た
景
観
づ
く
り
に
取
り
組
む
市
民
ま

た
は
団
体
に
、
菜
の
花
の
種
子
を
無

料
提
供
し
ま
す
。

■
募
集
数　

先
着
20
件
ま
で

■
配
布
量　

１
ア
ー
ル
あ
た
り
１
㎏

　

相
当
の
種
子

※
配
布
上
限
は
２
㎏
相
当

■
種
子
の
種
類　

菜
の
花

■
配
布
開
始
時
期　

９
月
上
旬

※
配
布
後
、
開
花
し
た
花
の
様
子
を

　

写
真
撮
影
し
ま
す

■
募
集
期
間　

８
／
１ 

（火）
〜
31 

（木）

■
申
込
方
法　

本
庁
市
民
課
市
民
活

　

動
準
備
室
・
各
支
所
地
域
窓
口

　

班
・
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申

　

請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

　

え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
活
動
準
備
室

　

℡
23
‐
１
１
８
５

サンデン交通バス路線経路【現行】
サンデン交通バス路線経路【整備期間中】
渋木真木乗合タクシー経路【整備期間中】

きらきら橋

至 美祢

至 俵山

市
道
曙
線
の
一
部
廃
止
に
伴
う

湯
本
温
泉
バ
ス
停
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
基
づ
く
、
市
道
曙
線
の
一
部

廃
止
に
伴
い
、
湯
本
温
泉
バ
ス
停
の

取
り
扱
い
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
。
期
間
中
、
大
変
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市
道
廃
止
日
　
　
９
／
１�

（金）

※
９
／
１
よ
り
通
行
で
き
な
く
な
り

　

ま
す

市
道
廃
止
後
の
対
応

　

９
月
１
日
以
降
、
旧
堂
上
福
永
旅

館
跡
地
の
駐
車
場
の
整
備
が
完
了
す

る
ま
で
の
期
間
中
、
湯
本
温
泉
バ
ス

停
に
お
け
る
一
般
乗
合
バ
ス
の
利
用

を
停
止
す
る
こ
と
と
し
、
代
替
の
交

通
機
関
と
し
て
、
現
在
運
行
し
て
い

る
渋
木
・
真
木
地
区
乗
合
タ
ク
シ
ー

に
よ
る
移
動
手
段
を
確
保
し
ま
す
。

整
備
期
間
中
の
臨
時
的
な
対
応

■
期
間　

９
／
１
〜
整
備
完
了
（
平

　

成
31
年
10
月
を
予
定
）
ま
で

《
サ
ン
デ
ン
交
通
》

　

湯
本
温
泉
停
留
所
発
着
便
（
４
便

／
日
）
は
、
湯
本
温
泉
入
口
停
留
所

発
着
に
変
更
し
ま
す

《
渋
木
・
真
木
乗
合
タ
ク
シ
ー
》

■
運
行
区
間　

　

大
个
迫
〜
斎
木
病
院
前

※
湯
本
温
泉
停
留
所
で
乗
降
車
で
き

　

ま
す

■
料
金　

200
円
〜
400
円

そ
の
他

 

・
湯
本
温
泉
入
口
の
バ
ス
停
に
つ
い

　

て
は
こ
れ
ま
で
通
り
運
行
を
継
続

　

し
ま
す

 

・
き
ら
き
ら
橋
横
の
駐
車
場
ス
ペ
ー

　

ス
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
11
月

　

１
日
か
ら
河
川
工
事
を
予
定
し
て

　

い
ま
す
の
で
、
11
月
１
日
以
降
、

　

駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

 

■
問
い
合
わ
せ　

　

商
工
水
産
課
商
工
振
興
室

℡
23
‐
１
１
３
６

　

都
市
建
設
課
土
木
係

℡
23
‐
１
１
４
８

■渋木・真木地区乗合タクシー運行ダイヤ

行き先 時間（湯本温泉バス停）

渋木・真木地区
↓

長門市駅周辺

平日 7：30 ／ 9：25 ／ 12：30

土日祝日 9：25

長門市駅周辺
↓

渋木・真木地区

平日 11：30 ／ 14：30 ／ 18：30

土日祝日 14：30

※運行に関する詳しい情報は長門市ホームページでも確認
　できます
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・
市
内
在
住
で
市
税
、
料
の
滞
納
が

　

な
い
人

 

・
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
以
上
（
マ
ニ
ュ
ア

　

ル
車
）
の
運
転
経
験
が
あ
り
、
軽

　

微
な
整
備
が
で
き
る
人

 

・
健
康
状
態
が
良
好
な
人

 

・
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被
保
佐

　

人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）
で
な

　

い
人

■
雇
用
期
間　

平
成
29
年
９
月
１
日

　

か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

※
雇
用
期
間
の
更
新
あ
り

※
勤
務
条
件
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い

■
応
募
方
法　

履
歴
書（
市
販
で
可
）

　

を
長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

　

持
参
ま
た
は
郵
送　

■
受
付
期
間　

　

８
／
１

（火）
〜
８
／
10 

（木）

※
土
日
を
除
く

■
選
考
方
法　

提
出
書
類
お
よ
び
面

　

接
な
ど
に
よ
る
選
考

■
そ
の
他

 

・
採
用
後
は
月
２
回
の
保
菌
検
査

　
（
検
便
）
が
あ
り
ま
す

 

・
８
月
中
に
研
修
（
衛
生
講
習
を
含

　

む
）
の
た
め
出
勤
あ
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

〒
759
‐
4101
長
門
市
東
深
川
2366
番
地
２

℡
23
‐
１
３
３
３

給
食
配
送
車
運
転
手
・

配
送
補
助
員
募
集

■
求
人
職
種　

２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
（
保

　

冷
車
）
な
ど
の
運
転
手
お
よ
び
配

　

送
補
助
員

■
業
務
内
容　

市
内
小
中
学
校
へ
の

　

給
食
配
送

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
勤
務
先　

　

長
門
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格　

み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報

在
宅
医
療
廃
棄
物
の

出
し
方
に
ご
協
力
を

　

在
宅
医
療
の
普
及
に
よ
り
、
家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
在
宅
医
療
廃
棄
物
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
ル
ー
ル

を
守
っ
て
、
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
在
宅
医
療
廃
棄
物
と
は

・
医
師
、
看
護
士
が
訪
問
し
て
行
う

　

訪
問
診
療
ま
た
は
訪
問
看
護
な
ど

　

に
よ
り
発
生
し
た
医
療
廃
棄
物

・
医
師
、
看
護
士
な
ど
の
訪
問
を
伴

　

わ
ず
、
医
師
の
指
導
管
理
に
基
づ

　

き
患
者
な
ど
が
自
ら
医
療
行
為
を

　

行
う
在
宅
医
療
に
よ
り
発
生
し
た

　

医
療
廃
棄
物

■
医
療
機
関
や
薬
局
に
返
す
も
の

・
往
診
や
訪
問
診
療
で
用
い
る
注
射

　

器
の
針
、
点
滴
針
な
ど
の
注
射
針

・
針
つ
き
の
チ
ュ
ー
ブ
類

・
ペ
ン
型
自
己
注
射
器
の
針
、
自
己

　

穿せ
ん

刺
針
な
ど

■
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
せ
る
も
の

・
針
の
つ
い
て
い
な
い
チ
ュ
ー
ブ
、

　

カ
テ
ー
テ
ル

・
ス
ト
ー
マ
袋

・
腹
膜
透
析
パ
ッ
ク
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ

　

パ
ッ
ク
）
、
栄
養
剤
パ
ッ
ク

・
栄
養
剤
注
入
器

・
ペ
ン
型
自
己
注
射
器

・
紙
お
む
つ
な
ど
（
汚
物
は
ト
イ
レ

　

に
流
し
て
く
だ
さ
い
）

■
出
し
方

・
在
宅
医
療
廃
棄
物
は
プ
ラ
マ
ー
ク

　

の
表
示
が
あ
る
も
の
で
も
、
燃
え

　

る
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い

・
内
容
物
が
あ
れ
ば
、
中
身
を
必
ず

　

捨
て
て
く
だ
さ
い

・
他
の
燃
え
る
ご
み
と
一
緒
に
市
指

　

定
の
ご
み
袋
に
入
れ
、
燃
え
る
ご

　

み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

■
そ
の
他

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、

　

水
を
き
っ
て
で
き
る
だ
け
乾
か
し

　

て
出
し
ま
し
ょ
う

・
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、
資

　

源
を
再
利
用
し
ま
し
ょ
う

・
自
分
の
出
し
た
ご
み
が
回
収
さ
れ

　

て
い
る
か
、
確
認
し
ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

℡
23
‐
１
２
４
９

第
1
回
な
が
と
お
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　

忙
し
い
朝
で
も
簡
単
に
つ
く
れ
る

野
菜
を
使
っ
た
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
募
集
要
項

︻
テ
ー
マ
︼

　

野
菜
た
っ
ぷ
り
朝
ご
は
ん
レ
シ
ピ

︻
応
募
資
格
︼

　

市
内
の
学
校
に
通
学
す
る
小
・
中

　

学
生

︻
応
募
上
の
注
意
︼

 

・
市
内
産
の
食
材
を
１
種
類
以
上
使

　

用
す
る

 

・
野
菜
を
必
ず
使
用
す
る

 

・
簡
単
に
で
き
る
料
理

 

・
１
人
１
品

︻
応
募
方
法
︼

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
の
記
入
と

　

料
理
の
カ
ラ
ー
写
真
を
貼
付
の
う

　

え
、
各
学
校
で
指
定
さ
れ
た
締
切

　

日
ま
で
に
学
校
へ
提
出

■ 

問
い
合
わ
せ　

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

な
が
と
起
業
塾
２
０
１
７

■
日
時　

８
／
26 

（土）
、
９
／
２

（土）
、

　

９
／
９

（土）
、
９
／
16 

（土）

13
：
00
〜
17
：
00

■
場
所　

長
門
商
工
会
議
所

■
対
象
者　

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て

　

を
満
た
す
人

①
原
則
、
市
内
に
在
住
ま
た
は
市
内

　

で
起
業
を
考
え
て
い
る
人

②
原
則
、
全
４
回
の
講
座
す
べ
て
に

　

参
加
可
能
な
人

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
近
々
、
独
立
・
起
業
を
目
指
す
会

　

社
員
、
学
生
、
主
婦
な
ど

・
創
業
後
、
概
ね
３
年
未
満
の
人

・
す
で
に
開
業
し
て
い
る
人
で
新
た

　

な
事
業
の
設
立
を
考
え
て
い
る
人

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

20
人

■
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
う
え
、
長
門
商
工

多
文
化
共
生
国
際
カ
フ
ェ

■
日
時　

８
／
19 

（土）13
：
30
〜
15
：
30

■
場
所　

　

長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

上
田
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
氏

（
山
口
日
露
交
流
ク
ラ
ブ
代
表
）

■
内
容　

ロ
シ
ア
の
文
化
紹
介

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

山
口
県
障
害
者
芸
術

文
化
祭
展
示
作
品
募
集

■
募
集
期
間　

　

９
／
４

（月）
〜
29 

（金）
ま
で

■
作
品
部
門
お
よ
び
作
品
の
大
き
さ

 

・
絵
画
（
縦
＋
横
＝
200 

cm
）

 

・
書
道
（
縦
＋
横
＝
150 

cm
）

 

・ 

写
真
（
四
つ
切
・
ワ
イ
ド
四
つ
切
）

 

・
手
芸
（
縦
＋
横
＝
250 

cm
）

 

・
工
芸
（
縦
＋
横
＝
250 

cm
）

 

・
文
芸
（
縦
＋
横
＝
100 

cm
）

 

・
俳
句
・
短
歌
（
短
冊
・
色
紙
）

※
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
各

　

部
門
あ
わ
せ
て
１
人
１
点
ま
で

※
作
品
は
額
装
・
軸
装
・
軽
量
パ
ネ

　

ル
な
ど
で
仕
上
げ
、
展
示
が
で
き

　

る
状
態
と
し
、
画
用
紙
や
半
紙
、

　

写
真
の
み
で
の
応
募
は
不
可

■
応
募
者
資
格
︵
い
ず
れ
も
該
当
︶

 

・
県
内
に
現
住
所
を
有
す
る
人    

 

・
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
（
発
達

　

障
害
を
含
む
）
や
そ
の
他
心
身
の

　

機
能
の
障
害
も
し
く
は
準
ず
る
障

　

害
の
あ
る
人

■
応
募
方
法　

福
祉
課
障
害
者
支
援

　

係
に
あ
る
作
品
申
込
書
、
題
名

　

カ
ー
ド
を
記
入
し
て
作
品
と
あ
わ

　

せ
て
提
出

■
応
募
作
品
展
示
会

 

・
日
時　

12
／
４

（月）
〜
７

（木）

 

・
会
場　

山
口
県
庁
１
階
視
聴
覚
室

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障
害
者
支

　

援
係　
　
　
　

℡
23
‐
１
２
４
３

山
口
県
人
権
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
日
時　

８
／
19 

（土）10
：
30
〜
15
：
00

■
場
所　

周
南
市
文
化
会
館　

■
内
容　

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

・
講
演
「
人
権
っ
て
？
」

　

講
師
：
藤
田
三
保
子
氏

・
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か

■
参
加
料　

無
料　

■
問
い
合
わ
せ　

　

山
口
県
人
権
対
策
室

　

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
８
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

■
日
時
・
場
所　

・  

長
門
会
場　

８
／
10 

（木） 

10
：
00
〜

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
東
深
川
正
明
市
４
区
）

・
油
谷
会
場　

８
／
10 

（木） 

13
：
30
〜

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
油
谷
事

　

務
所
（
油
谷
新
別
名
）

■
対
象　

満
58
歳
以
上
の
健
康
で
働

　

く
意
欲
の
あ
る
人

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

　

長
門
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
22
‐
５
６
３
９

　

会
議
所
に
提
出

■
問
い
合
わ
せ　

長
門
商
工
会
議
所

　

℡
22
‐
２
２
６
６ 

■
参
加
費　

500
円

※
山
口
県
国
際
交
流
協
会
賛
助
会
員

　

は
無
料

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
（
ふ

　

り
が
な
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、
電

　

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

　

郵
送
、
来
所
の
い
ず
れ
か
で
申
し

　

込
み

■
申
込
期
限　

８
／
12 

（土）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

公
益
財
団
法
人
山
口
県
国
際
交
流

　

協
会

　

℡
０
８
３
‐
９
２
５
‐
７
３
５
３

　

FAX
０
８
３
‐
９
２
０
‐
４
１
４
４
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海
上
保
安
大
学
校

学
生
採
用
試
験

■
受
付
期
間

　

８
／
24 

（木）
〜
９
／
４

（月）

■
受
験
資
格

①
平
成
29
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、 

　

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

　

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

　

し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

　

お
よ
び
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
高

　

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

　

卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課

　

程
を
修
了
し
た
人
で
、
平
成
29
年

　

４
月
１
日
に
お
い
て
当
該
課
程
を

　

修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

　

て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
な
ど

　

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

�

■
試
験
日

 

・
第
１
次　

10
／
28 

（土）
、
29 

（日）

 

・
第
２
次　

12
／
15 

（金）

自
衛
官
募
集

一
般
曹
候
補
生

■
受
付
期
間　

受
付
中
〜
９
／
８

（金）

■
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
試
験
日　

９
／
16 

（土）
〜
18 

（月）
の

　

い
ず
れ
か
１
日

自
衛
官
候
補
生

■
受
付
期
間　

年
間
通
じ
て
受
付

海
技
免
許
更
新

■
日
時　

９
／
３ 

（日）　

９
：
30
受
付

■�

場
所　

長
門
市
立
図
書
館

■�

持
参
物

①
海
技
免
許
証

②
写
真
２
枚
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
）

③�

本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１
通

※
住
所
変
更
の
あ
る
人
の
み

④
費
用
（
小
型
免
許
）

・
更
新　
　
　

８
、
５
０
０
円

・
再
交
付　

１
4
、
４
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
３
‐
２
６
６
‐
４
０
２
９

■
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
試
験
日　

受
付
時
に
通
知

航
空
学
生

■
受
付
期
間　

受
付
中
〜
９
／
８

（金）

■
受
験
資
格　

・
海
上　

高
校
卒
業
（
見
込
含
む
）

　

で
23
歳
未
満
の
人

・
航
空　

高
校
卒
業
（
見
込
含
む
）

　

で
21
歳
未
満
の
人

■
試
験
日　

９
／
18 

（月）

※
受
験
資
格
や
試
験
の
詳
細
は
問
い

　

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

　

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

　

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
２
４
０
９

不
法
電
波
は
い
け
ま
せ
ん
！

　

電
波
は
警
察
、
消
防
・
救
急
、
放

送
、
携
帯
電
話
な
ど
、
わ
た
し
た
ち

の
生
活
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
、
大
切
な
通
信
を
妨

害
し
て
わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
脅
か

す
も
の
で
す
。
不
法
無
線
局
を
開
設

し
た
り
、
不
法
電
波
で
重
要
な
無
線

通
信
を
妨
害
し
た
場
合
は
、
懲
役
や

罰
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

《
守
ろ
う
電
波
の
３
つ
の
ル
ー
ル
》

①
無
線
機
器
の
利
用
時
は
、「
技
適

　

マ
ー
ク
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

②
電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
免
許
が

　

必
要
で
す

③
外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、
国
内

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

中
国
総
合
通
信
局

　

電
波
監
理
部
電
波
利
用
環
境
課

　

℡
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
３
３

「
杭
の
日
」
無
料
相
談
会

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、
９
月
１
日
を
「
杭
の
日
」
と
し

て
、
表
示
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
県
内
５
会
場
で
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
場
所

 

・
９
／
１ 

（金）　

10
：
00
〜
15
：
00

ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ

夏
公
演
開
催

　

阿
武
町
・
萩
市
・
長
門
市
な
ど
か

ら
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
北
浦
地
区
を

盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動

す
る
「
Ａ
Ｂ
Ｕ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ

ズ
」
の
夏
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

８
／
27 

（日）　

16
：
15
開
場

17
：
00
開
演

■
場
所

　

道
の
駅
阿
武
町
温
水
プ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

※
当
日
14
：
00
か
ら
整
理
券
の
配
布

　

を
予
定
し
て
い
ま
す

■
持
参
物　

プ
ー
ル
正
面
の
「
水
か

　

ぶ
り
席
」
に
座
る
人
は
、
着
替
え

　

や
タ
オ
ル
が
あ
る
と
安
心
で
す

■
問
い
合
わ
せ

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ（
石
田
）

　

℡
０
８
０
‐
３
０
５
１
‐
０
７
３
３

秋
吉
台
カ
ル
ス
ト
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
交
通
規
制

　

９
月
16
日

（土）
に
秋
吉
台
を
舞
台
に

「
第
１
回
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
秋
吉
台
カ
ル
ス

ト
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
開
催
の
た

め
、
秋
吉
台
カ
ル
ス
ト
ロ
ー
ド
全
域

が
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
県
道
小
郡
三
隅
線
の
一
部
「
宮

の
馬
場
〜
三
角
田
」
も
レ
ー
ス
コ
ー

ス
と
な
る
た
め
全
面
通
行
止
め
と
な

り
、
長
門
市
三
隅
宗
頭
か
ら
美
祢
市

美
東
町
絵
堂
へ
の
通
り
抜
け
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

周
辺
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

■
交
通
規
制
時
間

　

９
／
16 

（土）　８
：
50
〜
15
：
30
（
予
定
）

■
交
通
規
制
場
所

　

県
道
28
号
小
郡
三
隅
線
（
宮
の
馬

　

場
〜
三
角
田
）

■
大
会
名

　

第
１
回
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｆ
秋
吉
台
カ
ル
ス

　

ト
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
Ｊ
プ
ロ
ツ

　

ア
ー
第
15
戦
）

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
４
３
５

　

美
祢
市
観
光
振
興
課

　

℡
０
８
３
７
‐
５
２
‐
１
５
３
２

山
口
地
方
法
務
局
周
南
支
局
３
階

 

・
９
／
１ 

（金）　

９
：
00
〜
15
：
00

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

 

・
９
／
１ 

（金）　

９
：
00
〜
15
：
00

　

下
関
市
役
所
本
庁
舎
新
館
１
階

 

・
９
／
２ 

（土）　

９
：
00
〜
15
：
00

サ
ン
ラ
イ
フ
防
府

 

・
９
／
２ 

（土）　

10
：
00
〜
15
：
00

多
世
代
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■�

相
談
内
容

 

・
土
地
に
関
す
る
こ
と

　

分
筆
・
合
筆
、
地
目
変
更
、
面
積

　

な
ど
の
更
正
、
境
界

 

・
建
物
に
関
す
る
こ
と

　

新
築
・
増
築
、
取
り
壊
し
・
分
割
・

　

区
分
な
ど

■�

相
談
員

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

℡
０
８
３
‐
９
２
２
‐
５
９
７
５

介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト

養
成
研
修

■
日
時　

９
／
８ 

（金）
、
11 

（月）
、
12 

（火）

※
い
ず
れ
も
10
：
00
〜
16
：
00

■
場
所　

サ
ン
・
ラ
イ
フ
萩

�

■
内
容　

介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
介

　

護
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
）
と
し
て
活

　

動
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な

　

知
識
と
技
術
を
学
ぶ　

■
対
象　

介
護
に
関
心
の
あ
る
中
高

　

年
齢
の
人

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

50
人
程
度

■
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限　

９
／
１

（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
介
護
福
祉
会

　

℡
０
８
３
‐
９
８
７
‐
０
１
２
２

　

FAX
０
８
３
‐
９
８
７
‐
０
１
２
４

葉
脈
標
本
を
つ
く
ろ
う

■
日
時

　

８
／
19 

（土）　

13
：
30
〜
15
：
30

■
場
所　

山
口
県
立
山
口
博
物
館

�

■
内
容　

美
し
い
葉
脈
標
本
づ
く
り

　

を
通
し
て
、
植
物
の
不
思
議
さ
や

　

魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す　

■
参
加
料　

無
料

■
対
象
・
定
員　

一
般
・
20
人

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

　

所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
年
）
、
保

　

護
者
氏
名
（
小
学
生
以
下
は
保
護

　

者
同
伴
）
、
電
話
番
号
を
明
記
し

　

て
申
し
込
み

■
申
込
期
限　

８
／
９

（水）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
立
博
物
館

　

〒
753
‐
0073
山
口
市
春
日
町
８
‐
２

　

℡
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
２
９
４

七
夕
の
星
空
を
見
る
会

■
日
時

　

８
／
27 

（日）
、
28 

（月）　

　
　
　

両
日
と
も
19
：
30
〜
21
：
30

※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止

■
場
所　

山
口
県
立
山
口
博
物
館

�

■
内
容　

伝
統
的
な
七
夕
の
星
空

　
（
旧
暦
７
月
７
日
）
を
観
望
す
る

■
対
象　

一
般
（
中
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
）

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

各
日
30
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
立
博
物
館

　

〒
753
‐
0073
山
口
市
春
日
町
８
‐
２

　

℡
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
２
９
４

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
い
花
火

　

毎
年
夏
場
に
は
、
花
火
の
誤
っ
た

使
用
方
法
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
楽
し
く
安
全

に
花
火
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

　

く
読
ん
で
必
ず
守
る

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

　

え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊

　

ん
だ
り
し
な
い
。
ま
た
、
衣
服
に

　

火
が
付
か
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

③
手
に
持
つ
筒
型
花
火
は
、
手
の
位

　

置
に
注
意
す
る

④
風
の
強
い
と
き
は
遊
ば
な
い

⑤
遊
ぶ
前
に
必
ず
水
を
用
意
す
る

⑥
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ

⑦
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を

　

付
け
な
い

⑧
正
し
い
方
法
で
点
火
す
る

⑨
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
絶
対
に

　

出
さ
な
い
。
点
火
す
る
時
や
途
中

　

で
火
が
消
え
た
と
き
は
特
に
注
意

　

す
る

⑩
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い

⑪
花
火
を
ほ
ぐ
さ
な
い

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
商
政
課
産
業
資
源
班

　

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
１
５
５

■
最
終
合
格
発
表

　

平
成
30
年
１
／
18 

（木）

■
入
校　

平
成
30
年
４
月

■
問
い
合
わ
せ

　

仙
崎
海
上
保
安
部
管
理
課

℡
26
‐
０
２
４
１

※
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp 
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ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
‐
６
０
０
１

香
月
泰
男
美
術
館

℡
43
‐
２
５
０
０

展
覧
会

　
香
月
泰
男
　
平
和
の
形

ー
シ
ベ
リ
ヤ
の
記
憶
と
愛
し
た
日
常
ー

●
会
期　

開
催
中
〜
11
／
27 

（月）

　

香
月
泰
男
は
昭
和
18
年
に
召
集
さ

れ
、
旧
満
州
（
現
在
の
中
国
東
北

部
）
の
ハ
イ
ラ
ル
市
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
。
終
戦
後
は
ソ
連
軍
に
よ
り
シ

ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
、
帰
国
で
き
た

の
は
昭
和
22
年
の
こ
と
で
す
。
こ
の

戦
争
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
憶
を
描

い
た
「
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
」
は

香
月
泰
男
の
代
表
作
で
あ
り
、
平
和

へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
「
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー

ズ
」
と
と
も
に
、
ハ
イ
ラ
ル
か
ら
家

族
へ
あ
て
た
「
ハ
イ
ラ
ル
通
信
」
、

戦
後
故
郷
で
過
ご
し
た
平
和
な
日
常

を
描
い
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

香
月
泰
男
の
生
涯
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
戦
争
。
そ
の
中
で
画
家

が
ど
の
よ
う
に
生
き
た
か
を
探
る
と

と
も
に
、
香
月
の
平
和
へ
の
思
い
に

触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●�

開
館
時
間　

９
：
00
〜
17
：
00

※
入
館
は
16
：
30
ま
で

●�

休
館
日　

火
曜
日

※
８
／
15
は
開
館

●�

入
館
料

・
一
般　
　
　

500
円

・
小
中
高
生　

200
円

※
市
内
在
住
者
は
、
住
所
の
分
か
る

　

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提

　

示
す
る
と
、
無
料
で
入
館
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す

　

本
作
は
香
月
泰
男
の
代
表
作
で
あ

る
「
シ
ベ
リ
ヤ
・
シ
リ
ー
ズ
」
の
中

の
「
運
ぶ
人
」
を
オ
ブ
ジ
ェ
で
表
現

し
た
も
の
で
す
。
香
月
は「
運
ぶ
人
」

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
文
を

残
し
て
い
ま
す
。

　
「
船
着
場
か
ら
引
き
込
み
線
の
貨

車
ま
で
６
キ
ロ
、
コ
ー
リ
ャ
ン
を
つ

め
た
麻
袋
や
豆
か
す
を
か
つ
い
で
、

暗
い
み
ぞ
れ
の
降
る
道
を
歩
い
た
。

空
腹
の
身
に
は
ひ
ど
く
こ
た
え
た
。

凍
り
つ
い
た
路
面
に
足
で
も
と
ら
れ

た
ら
、
た
ち
ま
ち
ひ
っ
く
り
か
え
っ

て
、
再
び
起
き
あ
が
れ
な
い
か
も
し

れ
ぬ
。
だ
か
ら
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
、

二
時
間
も
三
時
間
も
か
か
っ
て
慎
重

に
歩
い
た
。
た
と
え
戦
友
が
倒
れ
て

も
、助
け
起
こ
す
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、

我
が
身
を
守
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で

あ
っ
た
」
注
：
コ
ー
リ
ャ
ン
＝
穀
物

運
ぶ
人

●�

今
月
の
一
点

　

展
示
作
品
の
中
か
ら
注
目
の
一
点

を
紹
介
し
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
づ
く
り
教
室

　

木
片
を
ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
で
接
着
し

て
、
自
分
だ
け
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

８
／
12 

（土）
、
13 

（日）

　

両
日
と
も
10
：
00
～
15
：
00

※
事
前
申
込
は
不
要

●
参
加
料　

300
円

●
講
師　

遊
林
ク
ラ
ブ

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

℡
33
‐
０
０
５
１

邦
楽
ラ
イ
ブ

　

油
谷
湾
に
沈
む
夕
日
を
背
に
美
し

い
邦
楽
の
音
色
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
／
２ 

（土）　

開
場
17
：
30

開
演
18
：
00

●
出
演
団
体　

　

大
津
緑
洋
高
校
、
箏
ア
ン
サ
ン
ブ

　

ル
箏
遊
、
Ｔ
・
Ｍ
・
ス
ト
ゥ
リ
ン
グ

　

ス
、
筑
紫
琴
唄
の
会
、
ス
ト
ゥ
リ

　

ン
グ
ス
、
筑
紫
佳
苑
会

●
曲
目

　
　
「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

〜

　

風
の
彩
〜
」「
か
さ
じ
ぞ
う
」「
秋

　

さ
や
か
に
」「
３
６
５
日
の
紙
飛

　

行
機
」「
波
の
戯
れ
」「
幻
の
柱
」

●
入
場
料　

無
料

文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

松
竹
大
歌
舞
伎

●
と
き　

11
／
18 

（土）

　

①
12
：
00
開
演　

②
16
：
30
開
演

●
演
目　

　

一
、
義
経
千
本
桜  

一
幕  

す
し
屋

　

二
、
釣
女　

常
磐
津
連
中

●
出
演　

中
村
獅
童
、
中
村
亀
鶴
、

　

中
村
萬
太
郎
、
中
村
米
吉
、
中
村

　

梅
花
、
澤
村
宗
之
助
、
片
岡
亀
蔵

●
入
場
料　

　

１
階
席　

７
、  

９
０
０
円

　

２
階
席　

７
、  

４
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

 

・
友
の
会　

８
／
19 

（土）　

 

10
：
00
〜

 

・
一
般　
　

８
／
30 

（水）　

10
：
00
〜

※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み

優
秀
映
画
鑑
賞
会

●
と
き

 

・
８
／
12 

（土）

　

10
：
00
～
「
反
逆
児
」

　

13
：
00
～
「
弁
天
小
僧
」

精
華
女
子
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト

●
と
き

 

・
９
／
17 

（日）　

14
：
00
開
演

 

・
９
／
18 

（月）　

14
：
00
開
演

立
川
志
の
輔
独
演
会

●
と
き　

９
／
３ 

（日）　

13
：
00
開
演

※
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
し
ま
し
た

ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
・

ク
ト
ロ
ヴ
ァ
ッ
ツ

●
と
き

 

・
９
／
26 

（火）　

18
：
30
開
演

●�

入
場
料　

　

１
階
席　

３
、  

５
０
０
円

　

２
階
席　

２
、  

０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

●�

会
場　

劇
場

●�

発
売
日　

発
売
中

●�

出
演　

栗
山
千
明
、
溝
端
淳
平
、

浅
田
美
代
子
、
中
村
雅
俊

●�
入
場
料　

　

１
階
席　

６
、  

８
０
０
円

　

２
階
席　

６
、  

３
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

●�

会
場　

劇
場

●�

発
売
日　

 

・
友
の
会　

発
売
中

 

・
一
般　
　

８
／
１ 

（火） 

10
：
00
〜

※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
イ
ン
・
バ
リ

〜
史
上
最
悪
の
結
婚
前
夜
〜

●
と
き

 

・
10
／
14 

（土）　

15
：
00
開
演

●�

入
場
料　

 

・
Ｓ
席

　

一
般　
　
　
　

２
、  

０
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
、  

２
０
０
円

 

・
Ａ
席

　

一
般　
　
　
　

１
、  

５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

１
、  

２
０
０
円

※
１
部
自
由
、
２
部
指
定
・
税
込

※
３
歳
未
満
入
場
不
可

※
Ｓ
席
残
席
わ
ず
か

●�

会
場　

１
部
：
劇
場

　
　
　
　

２
部
：
ア
リ
ー
ナ

●�

発
売
日　

発
売
中

　

15
：
00
～「
沓
掛
時
次
郎
遊
侠
一
匹
」

 

・
８
／
13 

（日）

　

10
：
00
～「
沓
掛
時
次
郎
遊
侠
一
匹
」

　

12
：
40
～
「
眠
狂
四
郎
殺
法
帖
」

　

14
：
40
～
「
反
逆
児
」

●
入
場
料　

１
日
券
300
円

※
全
席
自
由
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日　

発
売
中

▲眠狂四郎殺法帖

ふ
る
さ
と
山
口

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア

■
日
時　

８
／
10 

（木）

・
午
前
の
部　

10
：
00
〜
12
：
30

・
午
後
の
部　

13
：
30
～
16
：
00

■
会
場

　

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
山
口
市
）

■
対
象

①
平
成
30
年
３
月
に
大
学
、
短
大
、

専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
予
定
の
人

②
求
職
中
の
一
般
の
人

■
実
施
方
法　

参
加
企
業
の
採
用
担

当
者
と
大
学
生
お
よ
び
一
般
求
職

者
と
の
面
談
方
式

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
３
‐
９
７
６
‐
１
１
４
５

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
、
就
学
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免

除
さ
れ
た
人
に
対
し
、
中
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
に
国
が
行
う
も
の
で
、

合
格
者
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格

気
象
警
報
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　

気
象
庁
で
は
、
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
気
象
情
報
を
公
表
し
て
い
ま
す

が
、
気
象
警
報
・
注
意
報
を
よ
り
わ

か
り
や
す
く
改
善
し
、
危
険
度
分
布

の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
改
善
内
容

①
５
日
先
ま
で
の
大
雨
警
報
な
ど
の

発
表
の
可
能
性
を
「
高
」
「
中
」

の
２
段
階
で
提
供
し
ま
す

②
警
報
・
注
意
報
の
発
表
時
に
危
険

度
の
予
想
を
色
分
け
表
示
し
て
提

供
し
ま
す

③
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た

時
に
、
ど
こ
で
危
険
度
が
高
ま
っ

て
い
る
の
か
地
図
上
に
色
分
け
表

示
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

下
関
地
方
気
象
台

　

℡
０
８
３
‐
２
３
４
‐
４
０
０
７

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

10
／
26 

（木）

■
場
所　

山
口
県
庁

■
試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数

　

学
、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

■
願
書
の
受
付
期
間

　

８
／
21 

（月）
〜
９
／
８

（金）

※
受
験
資
格
、
出
願
書
類
な
ど
詳
細

　

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

　

山
口
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

　

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
５
９
５

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

■
応
募
資
格　

・��

現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る

人
・
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
人

・
住
宅
の
困
窮
が
明
ら
か
な
人

・
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
す

　

る
人

・
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
員
で

　

な
い
こ
と

■
募
集
団
地　

田
屋
・
東
深
川
・
中

　

の
塚
・
湯
本

※
入
居
申
込
書
は
（
一
財
）
山
口
県

　

施
設
管
理
財
団
山
口
支
所
ま
た
は

　

長
門
立
寄
所
（
長
門
土
木
建
築
事

　

務
所
１
階
）
に
用
意
し
て
い
ま
す

■
受
付
期
間

　

８
／
20 

（日）
〜
31 

（木）
※
消
印
有
効

■
入
居
予
定
時
期　

10
月
下
旬
ご
ろ

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

（
一
財
）
山
口
県
施
設
管
理
財
団

　

℡
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
０
０
４

日
本
年
金
機
構
か
ら
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
の
法
改
正
に
よ
り
公
的

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
25
年
か
ら

10
年
と
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
新
た
に
年
金
受
給
権
を
得
る
人

に
は
黄
色
い
封
筒
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
届
い
た
人
は
書
類
を
確
認
の

う
え
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

年
金
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

萩
年
金
事
務
所

　

℡
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
８



３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象

　

平
成
26
年
７
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

８
／
22 

（火）

受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

23 22

健
康
相
談

●
対
象　

成
人

●
内
容　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
相
談
、

　

尿
検
査
、
血
圧
測
定

●
日
時
／
会
場

・
毎
週
木
曜
日　

９
：
00
〜
11
：
30

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
８
／
２ 

（水）　

９
：
30
〜
11
：
00

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
８
／
７ 

（月）　

９
：
30
〜
11
：
00

川
尻
老
人
憩
い
の
家

相 

談

教 

室
（
要
予
約
）

む
し
歯
予
防
教
室

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時　

８
／
17 

（木）13
：
30
〜
15
：
00

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
23
‐
１
１
３
３

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象

　

平
成
28
年
１
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

８
／
９ 

（水）

受
付　

13
：
00
〜
13
：
30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳

育
児
相
談

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
／
会
場

・
８
／
４ 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
８
／
16 

（水）　

９
：
30
〜
11
：
00

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
８
／
18 

（金）　

10
：
00
〜
11
：
30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

９
：
30
〜
11
：
30

　
　
　
　
　
　

13
：
00
〜
15
：
00

　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
８
／
25 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

心
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

　

８
／
15 

（火）　

14
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

禁
煙
相
談（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

　

８
／
８ 

（火）　

13
：
00
〜
16
：
00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

健
康
診
査

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

乳
児
健
康
診
査
（
要
予
約
）

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

℡
22
‐
２
７
１
７

●
１
ヵ
月
児
（
28
日
以
降
）
・
３
ヵ

　

月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   

・
月
〜
水
・
金
曜
日８

：
30
〜
12
：
00

・
８
／
10 

（木）　

９
：
30
〜
11
：
00

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

９
：
00
〜
11
：
30

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
８
／
21 

（月）　

９
：
30
〜
11
：
00

向
津
具
公
民
館

・
８
／
25 

（金）　

９
：
30
〜
11
：
30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ａ
Ｏ 

２
０
１
７

●
と
き

 

・
12
／
２ 
（土）　

14
：
00
開
演

 

・
12
／
３ 

（日）　

　

①
12
：
00
開
演　

②
16
：
00
開
演

●
入
場
料

 

・
１
階
席　

５
、  

５
０
０
円

 

・
２
階
席　

５
、  

０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込

●
会
場　

劇
場

●
発
売
日

 

・
友
の
会　

８
／
26 

（土）　

10
：
00
〜

 

・
一
般　
　

９
／
６ 

（水）　

10
：
00
〜

※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み

2017.8.1

　

※絵本を楽しむ会はお休みします

開
館
時
間
延
長
中
（
本
館
の
み
）

　

８
月
31
日
（木）
ま
で
、
平
日
は
19
：
00
、
土
・

日
曜
日
は
18
：
00
ま
で
開
館
し
ま
す
。

８
月
11
日
（金）
は
本
館
の
み
休
館

　

８
月
11
日
（金）
は
祝
日
の
た
め
、
本
館
の
み

休
館
し
ま
す
。
分
館
は
９
：
00
か
ら
17
：
00

ま
で
開
館
し
ま
す
。

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !

Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www2.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv

‐8 月の休館日‐
本  館　2（水）・7（月）・11（金）・14（月）・21（月）・
　　　　28（月）
ゆや分館　7（月）・14（月）・21（月）・28（月）

辻村深月／著  ポプラ社／出版『かがみの孤城』
いじめにより不登校になった中学生の
“こころ”。ある日、部屋の鏡が光り不
思議な城へ入り込んでしまう。そこで
出会った６人の少年少女らと何でも一
つ願いが叶う“願の鍵”を探すことに。

なぜ、この７人なのか！？願いを叶えることはでき
るのか－。感動のファンタジック・ミステリー。

今月のオススメ本

 ・通・三隅方面　　  8/3（木）・17（木）
 ・湯本・俵山方面        8/9（水）・23（水）
 ・日置・油谷方面        8/25（金）

ぐるブック号運行中！

行事名 開催日時

 としょかんひなの会★  8/4（金） 10：30～ 11：00

 かみしばい★  8/5（土）・19（土）
 15：00～

 おはなしポケット★  8/12（土）15：00～

 さっちゃんのかみし
 ばい★  8/19（土）11：00～

 たまごの会★  8/25（金）10：30～

 長門読書会（研修室） 8/26（土）14：00～

 おはなしの会★  8/26（土）15：00～

 ゆりかご（ゆや分館） 8/15（火）10：30～

 よみっこくらぶ
 （ゆや分館）  8/26（土）15：30～

定例行事（★の会場はおはなしのへや）

アニメ・DVD上映会
（視聴覚室・入場無料）

タイトル 上映日時

 戦争童話集②（72分） 8/5（土）13：30～

 学研図鑑「危険生物・
 サメの能力」（60分） 8/6（日）    14：00～

 キテレツ大百科⑲
 怪談編②　   （50分） 8/26（土）  13：30～

118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
jcg7senzakikotsu2-4k7w@mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

６月 ０ ０ １ ０

平成29年計 ９ ０ ７ ２

28年同時期 ６ ０ ６ ３

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

夏
季
安
全
推
進
運
動

　

小
型
船
舶
に
よ
る
海
難
が
増
加
傾
向
に
あ

る
８
月
は「
夏
季
安
全
推
進
運
動
」を
展
開
し
、

訪
船
指
導
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。
小
型
船
舶

に
よ
る
海
難
は
全
体
の
７
割
以
上
を
占
め
、

特
に
機
関
故
障
・
衝
突
の
割
合
が
高
い
た
め
、

次
の
こ
と
を
重
点
項
目
と
し
て
い
ま
す
。

 

・
発
航
前
検
査
の
実
施

 

・
錨
泊
・
漂
泊
中
を
含
む
常
時
適
切
な
見
張

　

り
お
よ
び
早
期
避
航
の
徹
底

 

・
気
象
・
海
象
の
入
手
活
用

 

・
自
己
救
命
策
の
確
保

※
救
命
胴
衣
着
用
義
務
範
囲
が
来
年
２
月
１

　

日
か
ら
拡
大
さ
れ
、
暴
露
甲
板
上
（
船
室

　

外
）
に
い
る
人
や
一
人
乗
り
以
外
の
乗
船

　

者
に
も
救
命
胴
衣
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
が

　

小
型
船
舶
船
長
の
義
務
と
な
り
ま
す

長
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
）

℡
23
‐
１
２
４
４

認
知
症
相
談（
要
予
約
）

●
対
象　

認
知
症
で
相
談
し
た
い
人

●
日
時
／
会
場

　

８
／
23 

（水）　

９
：
00
〜
11
：
30

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

●
日
時
／
会
場

　

８
／
１ 

（火）
・
２
（水）

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付　

13
：
00
〜
14
：
00

●
問
い
合
わ
せ長

門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
３

検 

診

13
：
30
〜
17
：
00

・
木
・
土
曜
日　

８
：
30
〜
12
：
00

長
門
総
合
病
院　

℡
22
‐
２
２
２
０

● 

１
ヵ
月
児
健
康
診
査（
28
日
以
降
）

　

毎
週
月
曜
日　

時
間
は
要
問
合
せ

● 

３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）

　

毎
週
火
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査 

　

毎
週
木
曜
日　

13
：
00
〜
14
：
30

共
通
し
て 

必
要
な
も
の　

　

母
子
健
康
手
帳
、
乳
児
一
般
健
康

　

診
査
受
診
票

ナ
イ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
参
加
者
募
集

■
日
時　

８
／
25 

（金）　

19
：
00
〜
21
：
00

■
内
容　

お
は
な
し
会
・
図
書
館
探
検
な
ど

■
対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族（
先
着
10
家
族
）

■
持
参
物　

懐
中
電
灯
、
貸
出
を
希
望
す
る

　

人
は
図
書
館
利
用
カ
ー
ド

■
募
集
期
間　

８
／
13 

（日）
ま
で

■
申
込
方
法　

来
館
ま
た
は
電
話

「
本
の
装
備
講
座
」参
加
者
募
集

■
日
時　

９
／
９
（土）　

①
10
：
00
〜
11
：
30

　

②
14
：
00
〜
15
：
30

■
内
容　

本
の
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
が
け

■
対
象　

高
校
生
以
上

■
定
員　

各
時
間
10
人

■
持
参
物    

装
備
し
た
い
本
（
５
冊
程
度
）・

　

は
さ
み
・
30
㎝
も
の
さ
し

■
参
加
料　

無
料

■
募
集
期
間　

８
／
15 

（火）
〜
８
／
31 

（木）

■
申
込
方
法　

来
館
ま
た
は
電
話

「
グ
ラ
ン
パ
・
グ
ラ
ン
マ
の
お
は
な
し
会
」

読
み
手
募
集

　

当
日
会
場
で
絵
本
を
読
む
、
孫
を
持
つ
読

み
手
の
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

９
／
17 

（日）　

15
：
00
〜

■
募
集
人
数　

３
人
程
度

■
募
集
期
間　

８
／
15 

（火）
〜
31 

（木）

※
顔
合
わ
せ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
の
た

　

め
、
事
前
に
一
度
集
ま
り
が
あ
り
ま
す

映
画
上
映
会
の
お
知
ら
せ
（
入
場
無
料
）

■
上
映
タ
イ
ト
ル

 

・
ボ
ー
ン
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
（
119
分
）

 

・
10
日
間
で
男
を
上
手
に
フ
ル
方
法
（
116
分
）

※
音
声
：
英
語
、
字
幕
：
日
本
語

■
上
映
日
程

日  

程

 

ボ
ー
ン
ア
イ
デ 

 

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

 

10
日
間
で
男
を   

 

上
手
に
フ
ル
方
法

10
：
00
〜 

８
／
16
・
18
・
20

 

８
／
17
・
19

14
：
00
〜 

８
／
17
・
19

 

８
／
16
・
18
・
20



長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119

西消防署 ℡ 32-1230

火災時の問い合わせ

 ℡ 22-1414

ホームページ

http://www.city.nagato.yamaguchi.

jp/̃shobo/

火災救急
件数［６月］
（　）内は今年累計

火

災

救
急

建　物
0（10）

林　野
0（1）

車　両
０（0）

船　舶
０（1）

その他
3（7）

136
（940）

合　計
3（19）

2017.8.1 2425

こ
ん
に
ち
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５

　

６
月
11
日
（日）
、
第
1
回
Ｊ
Ａ
Ｌ

向
津
具
ダ
ブ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

開
催
さ
れ
、
20
人
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
外
か
ら
約
900
人

の
選
手
と
約
750
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
、
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
当
日
の
天
気

は
あ
い
に
く
の
曇
天
で
し
た
が
、

参
加
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
快
晴
の
よ

う
な
笑
顔
で
、
選
手
を
迎
え
、
裏

方
と
し
て
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
参
加
選
手
か
ら
時

折
か
け
ら
れ
る
「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
に
感
動
と
楽
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
１
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

は
、
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
多
く
の
活
動
を
通
じ
て

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
、
そ

し
て
県
内
外
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー

ト
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

が
ん
死
亡
の
現
状

　

今
や
国
民
の
2
人
に
１
人
が
が
ん

に
か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で

亡
く
な
る
時
代
で
す
。

　

長
門
市
で
は
平
成
27
年
の
死
亡
者

数
626
人
の
う
ち
、
が
ん
に
よ
る
死
亡

者
数
は
153
人
で
、
４
人
に
１
人
が
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
死
亡
者
数
を
部
位
別
に
見

て
み
る
と
、
全
国
や
県
で
は
多
い
順

に
肺
、
大
腸
、
胃
で
、
長
門
市
で
は

大
腸
、
胃
、
肺
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。

が
ん
予
防
と
検
診

◯
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
改
善
し
ま

し
ょ
う

　

適
正
飲
酒
・
禁
煙
・
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
生
活
・
適
度
な
運
動
・
適

正
体
重
の
維
持
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

◯
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

が
ん
検
診
に
よ
り
、
早
期
の
状
態

で
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
５
年

後
の
生
存
率
は
、
自
覚
症
状
な
ど
に

よ
り
医
療
機
関
を
受
診
し
て
発
見
さ

れ
た
場
合
よ
り
高
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
が
ん
は
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
大
切
で
す
。
自
覚
症
状
が

な
く
て
も
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

市
の
が
ん
検
診

　

市
の
が
ん
検
診
は
、
集
団
検
診
と

医
療
機
関
検
診
（
個
別
検
診
）
が
あ

り
ま
す
。

　

が
ん
検
診
の
種
類
は
、
胃
（
エ
ッ

ク
ス
線
検
査
ま
た
は
内
視
鏡
検
査
）、

大
腸
（
検
便
方
式
）、
肺
（
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
）
の
ほ
か
、
女
性
は
乳
、

子
宮
頸
部
の
検
診
が
あ
り
ま
す
。
検

診
の
種
類
に
よ
り
、
対
象
年
齢
や
受

診
間
隔
が
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

集
団
検
診
は
、
残
り
一
部
の
地
区

と
休
日
検
診
（
3
回
）
の
み
と
な
り

ま
す
が
、医
療
機
関
で
は
９
月
末（
子

宮
・
乳
が
ん
は
11
月
末
）
ま
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
実
施
期
間
終
了
月
は

受
診
者
が
集
中
し
ま
す
の
で
、
早
め

に
予
約
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
４
月
に
配
布
し
た
「
健

康
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
次
回
は
「
食
育
」
に
つ
い
て
掲
載

　

し
ま
す

　

市
で
は
前
期
募
集
に
引
き
続
き
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
う
団
体

を
育
成
す
る
た
め
、
公
益
性
の
高
い

団
体
提
案
型
事
業
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　

　

８
／
10 

（木）
〜
９
／
８ 

（金）

■
補
助
対
象
事
業

　

市
民
活
動
団
体
が
自
主
的
・
主
体

　

的
に
企
画
、
実
施
す
る
公
益
性
の

　

高
い
事
業

・
市
民
の
福
祉
向
上
、
公
益
上
の
必

　

要
性
が
認
め
ら
れ
る
事
業

・
市
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業

・
国
、
県
、
市
か
ら
他
の
補
助
金
な

　

ど
を
受
け
て
い
な
い
事
業

・
年
度
末
ま
で
に
完
了
す
る
事
業

■
補
助
の
対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
を
活
動
拠
点
と
し
、
ま
ち
づ

　

く
り
事
業
を
行
う
、
会
則
・
事
業

　

計
画
・
予
算
決
算
な
ど
を
示
す
こ

　

と
が
で
き
る
団
体

・
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
過

　

半
数
が
市
内
に
居
住
ま
た
は
在
勤

　

し
て
い
る
こ
と

・
政
治
、
宗
教
、
思
想
な
ど
の
活
動

　

を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と

■
補
助
対
象
経
費

　

事
業
実
施
に
必
要
な
経
費

※
団
体
の
組
織
維
持
の
た
め
の
運
営

　

費
は
対
象
と
し
ま
せ
ん

■
補
助
率
と
補
助
限
度
額

・
事
業
費
が
25
万
円
以
下
の
部
分

　

補
助
率
…
10
分
の
10

・
事
業
費
が
25
万
円
を
超
え
る
部
分

　

補
助
率
…
10
分
の
５

・
補
助
限
度
額
…
50
万
円
ま
で

■
審
査
方
法

　

交
付
対
象
事
業
の
選
定
に
つ
い
て

　

は
、
公
募
委
員
な
ど
に
よ
る
書
類

　

審
査
と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

審
査
を
実
施

■
そ
の
他　

　

事
業
の
完
了
後
は
、
実
績
報
告
を

　

市
に
提
出
い
た
だ
く
ほ
か
事
例
発

　

表
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
活
動
準
備
室

　

℡
23
‐
１
１
７
２

FAX 

22
‐
６
４
５
５

MAIL kyodo2@
city.nagato.lg.jp

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
支
援
し
ま
す

〜
市
民
の
ち
か
ら
応
援
補
助
金
（
後
期
）
募
集
〜

見
直
そ
う
生
活
習
慣
・
受
け
よ
う
が
ん
検
診

め
ざ
せ
、健
康
長
寿

健康メモ

み
ん
な
の
元
気
が 

な
が
と
の
元
気

No.52

はじめよう！
　あなたの
　　健康づくり

長門市保健センター
℡ 23-1133

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
、
10
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

長
門
市
で
は
、
現
在
約
90
％
の

家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
住

宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な
る

と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ

な
ど
で
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
お
お
む
ね
10

年
を
目
安
に
機
器
の
本
体
を
取
り

換
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
い
住
宅
用
火
災
警

報
器
に
取
り
換
え
ら
れ
た
場
合

は
、
機
器
の
本
体
に
設
置
年
月
日

を
記
入
し
た
り
、
記
載
さ
れ
て
い

る
製
造
年
月
日
を
確
認
す
る
な

ど
、
今
後
の
取
り
替
え
の
目
安
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ

れ
て
い
な
い
家

庭
に
お
い
て
は
、

大
切
な
家
族
の

命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
早
期

の
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

10
年
を
目
安
に
取
り
換
え
ま
し
ょ
う

▲ボランティアスタッフとして参加

▲矢が浦エイドステーションの様子

◯長門市部位別がん死亡数の順位
　　　　　　　　（平成 27 年度）

順位 男性 女性

１位 大腸
18.4％

胃 
21.2％

２位 肺
16.1％

大腸
18.2％

３位 胃
12.6％

肺・肝臓
10.6％

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
輝
く

〜
Ｊ
Ａ
Ｌ
向
津
具
ダ
ブ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
〜
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●イベント　●相談・健診

１ 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　

２ 水

３ 木

４ 金

５
土

●◯◯のはなし運行開始セレモニー／JR仙崎駅／15時頃～　●クリーンウォークinながと（通地区）／小浦埋立地
広場／8時30分～　●湯免温泉まつり／湯免ふれあいセンター周辺／17時30分～20時30分　●第19回みすゞ七夕笹
まつり／仙崎みすゞ通り／18時～21時30分　

６ 日
●汗汗フェスタ2017 in 千畳敷／千畳敷／10時～13時　

７ 月
●女性活躍推進シンポジウム／長門市中央公民館／13時30分～／入場無料

８ 火
●行政相談／三隅支所・ラポールゆや／10時～12時　●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）

９ 水
●街頭献血キャンペーン／ウェーブ地下イベント広場／9時30分～16時

10
木

上下水道使用料納期限（三隅・俵山・東深川・西深川・深川湯本・渋木・真木地区）　
●５歳児すこやか相談会／長門市保健センター／13時～16時／要予約　
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）

11 金 山の日　
●第52回湯本温泉納涼盆踊り大会／湯本温泉／18時～22時　

12
土

●星空ウォッチング／日置小学校／20時～21時／要申込（℡37-2340）　●おもちゃづくり教室／香月泰男美術館
／10時～15時　●優秀映画鑑賞会／ルネッサながと／10時～　●海の教室in山口油谷／油谷青少年自然の家／9時
30分～20時／要申込（℡32-1000）

13 日 ●おもちゃづくり教室／香月泰男美術館／10時～15時　
●優秀映画鑑賞会／ルネッサながと／10時～

14 月 ●第47回油谷夏まつり／油谷総合運動公園／18時30分～21時

15 火 ●俵山温泉納涼祭／俵山熊野神社前／17時～21時　
●心の健康相談／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）　

16 水
17 木 ●村上賢一写真展シリーズ３／ながと歴史民俗資料室／９月29日まで　●人権・行政相談／市役所本庁市民相談

室・日置支所／10時～12時　●発達クリニック／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約（℡22-2811）　

18 金
19 土 ながと食の日　●防災特別講演会／長門市中央公民館／18時～19時15分

●多文化共生国際カフェ／長門市物産観光センター／13時30分～15時30分／要申込（℡083-925-7353）　

20 日 ●第12回和太鼓ワークショップ／ルネッサながと／13時～15時／要申込（℡26-6001）　

21 月 ●お酒に関する困り事相談／長門健康福祉センター／15時～16時／要予約（℡22-2811）

22 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　
●骨髄バンク登録受付・Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約（℡22-2811）

23 水 ●無料法律相談／市役所本庁市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1299）

24 木 ●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）

25 金 ●減塩相談日／油谷保健福祉センター／9時30分～11時30分　

26 土 ●西日本やきとり祭り in 長門／湊魚市場／10時～18時30分　

27 日 ●西日本やきとり祭り in 長門／湊魚市場／10時～16時　

28 月 「ながと生涯学習の日」

29 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　

30 水 ●減塩相談日／日置保健センター／13時～15時　

31 木 市県民税第２期納期限
●５歳児すこやか相談会／長門市保健センター／13時～16時／要予約

８ 月のカレンダー 2017 August 8

【さけフライ】
 ・さけの切り身…4切れ
 ・塩・こしょう …少々
 ・小麦粉　 …大さじ 4
 ・卵　　　　 　…1個
 ・パン粉　　 　…60 g
 ・揚げ油　　 　…適量

【ソースのみ】
エネルギー…130kcal
たんぱく質…  1.9g
脂　　　質…11.9g
炭 水 化 物…  3.7g
塩分相当量…  0.3g

水道修繕当番店（8月）

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

■食事バランスガイド

消費生活センターからのお知らせ

実在する業者名をかたった
ＳＭＳによる架空請求に注意！

 ・長門市消費生活センター　℡ 23-1115
 ・山口県消費生活センター　℡ 083-924-0999

作り方
【アカモクタルタルソース】
①ゆで卵を作り、フォークなどで細かくする。
②たまねぎをみじん切りにする。
③ボウルにＡの材料を入れて混ぜ、①・②と
　きざんだアカモクを入れて調味料と混ぜ合
　わせる。
【さけのフライ】
①さけに塩・こしょうをふる。
②小麦粉・溶き卵・パン粉の順にさけにまぶす。
③ 180℃の油で揚げる。

食推おすすめ料理 長門市食生活改善推進協議会

※水道のトラブルは長門市指定工事店に依頼してください

 ・卵　　　　　  …1 個
 ・タマネギ　  …1/4 個
 ・アカモク  …1 パック
Aマヨネーズ

…大さじ 4
A酢　  　　…小さじ 2
A砂糖　 　 …小さじ 2
A塩・こしょう …少々

アカモクタルタルソース ～さけフライに添えて～
  - どんな料理にも合う、万能ソース！ -

※発熱や腹痛など、比較的軽症な場合は、長門市応急診療
　所を受診してください
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年
　始9時～正午・13時～17時（受付は診療終了30分前まで）

休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ
月／日 曜 当　番　病　院 電話番号

8 ／ 6 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

8 ／ 11 金
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

8 ／ 13 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

8 ／ 20 日
長門市応急診療所 27-0199

長門総合病院 22-2220

8 ／ 27 日
長門市応急診療所 27-0199

岡田病院 23-0033

9 ／ 3 日
長門市応急診療所 27-0199

斎木病院 26-1211

地　区 道路部分 宅地部分

長門地区

水道課　℡ 23-1171
℡ 22-2111*

㈲いいだ住宅設備
 ℡ 37-5015

三隅地区 森永水道㈱
℡ 43-0552

日置地区
㈲キハラ  ℡ 34-0018

油谷地区

材料（４人分）

栄養価（１人分）
ワンポイントアドバイス

野菜のドレッシ
ングや肉・魚の
ソース、グラタ
ンやパンに乗せ
るなど、アレン
ジ自由です！

ほっちゃテレビ放送予定
8／9（水）・13（日）

毎月19日は「ながと食の日」

　大手通販会社などの実在する業者名をかたっ
た SMS（ショートメッセージサービス）をスマー
トフォンや携帯電話に送信し、架空の利用料金を
請求したり、個人情報を不正入手しようとする詐
欺の手口が増えています。
　「未払い料金を支払うよう求める」「本日中に連
絡がなければ法的手続きに移行するなどといっ
て脅す」「ギフト券で支払うよう指示する」といっ
た手口は、典型的な架空請求詐欺です。
　不審な SMS が届いても、記載の電話番号には
絶対に連絡をせず、金銭の支払いなどの要求にも
従わないよう注意してください。
　不審に思ったら、すぐに家族や警察、消費生活
センターに相談しましょう。

問い合わせ －困ったときは、まず相談－

絶対に連絡せず、要求にも従わない

* は休日・夜間のみ
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⑤
 命
 さ
さ
え
あ
う
、

             健
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 　

６
月
25
日
（日）
、
三
隅
公
民
館
周
辺
で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
三
隅
地
区
担
当
の

津
田
隊
員
が
企
画
し
た
「
フ
ィ
ッ
シ
ュ

＆
バ
ブ
ル
ス
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
、
約

500
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て

活
動
す
る
ミ
ケ
ー
レ
・
カ
フ
ァ
ッ
ジ
さ

ん
の
コ
ミ
カ
ル
な
動
き
や
、
シ
ャ
ボ
ン

玉
の
美
し
い
軌
跡
に
目
を
奪
わ
れ
な
が

ら
、
来
場
者
は
拍
手
喝
采
す
る
な
ど
幻

想
的
な
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
の
外
で
は
バ
ザ
ー
や
乗

馬
体
験
、
木
の
た
ま
ご
作
り
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
楽
し
む
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
説
明

フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆
バ
ブ
ル
ス
シ
ョ
ー

幻
想
的
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
魅
了

灰 

　
　
金
子
み
す
ゞ

『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

花
咲
爺
さ
ん
、
灰
お
く
れ
、

笊ざ
る

に
の
こ
つ
た
灰
お
く
れ
、

私
は
い
い
こ
と
す
る
ん
だ
よ
。

さ
く
ら
、
も
く
れ
ん
、
梨
、
す
も
も
、

そ
ん
な
も
の
へ
は
撒
き
や
し
な
い
、

ど
う
せ
春
に
は
咲
く
ん
だ
よ
。

一
度
も
あ
か
い
花
咲
か
ぬ
、

つ
ま
ら
な
さ
う
な
、
森
の
木
に
、

灰
の
あ
り
た
け
撒
く
ん
だ
よ
。

も
し
も
み
ご
と
に
咲
い
た
な
ら
、

ど
ん
な
に
そ
の
木
は
う
れ
し
か
ろ
、

ど
ん
な
に
私
も
う
れ
し
か
ろ
。

長門市のDATA
〔平成29年 7月１日〕

人　口 35,161 人 ( -25)
　　男 16,336 人 ( -15)
　　女 18,825 人 ( -10)
世帯数 16,128 世帯 ( -16)

( ) 内は先月比

〔6月分〕 出生 21 人 死亡 50 人
 転入 　64人 転出  60 人

7 / 1 

12 
（
平
成
21年
） 

/ 1 

4 / 1 

2009
N
o.98

（
平
成
21年
） 

2009
N
o.97

（
平
成
21年
） 

2009
N
o.98

2017
（
平
成
29年

）
N
o.206
8

　
写
真
の
背
景
を
、
入
道
雲
が
彩
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
各
地
で

は
毎
週
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
ど
ん
な
写
真
が
撮
れ
る
の
か

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
▼
熱

い
夏
、
海
や
山
で
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

み
、
そ
の
後
に
浸
か
る
温
泉
は
本
当

に
気
持
ち
良
く
、
夜
は
花
火
観
賞
も

い
い
で
す
が
、
縁
側
で
線
香
花
火
を

楽
し
む
の
も
風
情
が
あ
り
ま
す
▼
鶏

肉
の
間
に
タ
マ
ネ
ギ
が
は
さ
ま
れ
た

串
に
、
味
付
け
は
塩
の
み
。
炭
火
を

囲
ん
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
際

は
、
自
分
で
や
き
と
り
を
焼
い
て
食

べ
る
の
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
今
月

末
に
は
「
西
日
本
や
き
と
り
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
や
き

と
り
の
ま
ち
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
満
喫

す
る
夏
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲木のたまご作りを楽しむ来場者


